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と
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生
の
ヒ
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を
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る
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性
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台
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事
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光
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	 巻頭特集

02	 行楽シーズン到来！

	 今注目の寺社観光
	 1 町と一体になって世界中から人々を呼ぶ・成田山新勝寺（千葉）

	 2 食文化を発信し、広く関心を集める・出羽三山神社（山形）

	 3 寺社観光促進の起爆符  神社仏閣探訪アプリ「いっとく」が登場！

08	 クローズアップ
	 地域振興と神社の活性化をリンク 多彩な企画を生み出す行動派・宮司

	 南坊城光興 道明寺天満宮（大阪）

16	 特別企画

	 寺社活性化と地方創生のヒントを探る

23	 活性人
	 高台寺執事長、京都観光おもてなし大使・VISIT JAPAN 大使

	 後藤典生

10
チャレンジ特集
岡山　曹洞宗 毎来寺

12
ハワイ石鎚神社の歩みと今
愛媛　石鎚神社

14
全国寺社イベント
東京・眞敬寺 「明るい遺影撮影会」

15
行政・観光ニュース
観光立国日本をめざして
ユニバーサルツーリズムを促進

18
寺社旅研究家  堀内克彦  宿坊研究会レポート02
檀家、氏子激減時代の宿坊活用法

20
世界の寺社
日系人の仏式供養を支える
南米ブラジルの金閣寺

22
職人技
愛知　江場仏像彫刻所

24
野田博明  風まかせ04

湧水にとけた海の物語

26
うちのお宝
茨城・日月山蓮光寺　金剛力士立像
東京・烏森神社　本社大神輿

28
トレンドNow
若者を惹きこむマウンテンバイクのイベント！
ＡＲで寺社の魅力を音声と映像で立体的に案内

29
街の声を聞く
外国人に聞く
「日本人の宗教観について、
どう思いますか？」
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巻  

頭  

特  

集

行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

今
注
目
の
寺
社
観
光

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
や
御
朱
印
集
め
の
流
行
も
影
響
し
、

年
齢
を
問
わ
ず
一
般
の
人
々
が
気
軽
に
神
社
や
寺
院
を
訪
れ
る
機
会
が
増
え
て
き
た
。

さ
ら
に
、
こ
こ
数
年
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
世
界
中
の
だ
れ
も
が

簡
単
に
寺
社
の
情
報
を
入
手
で
き
る
こ
と
も
観
光
客
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
た
、

参
拝
者
数
ア
ッ
プ
の
た
め
の
事
例
や
ア
イ
デ
ア
を
ご
紹
介
し
た
い
。

1

成田山
平和大塔

大本堂

御守り・おみくじ
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成田山新勝寺
〒286-0023
千葉県成田市成田1番地
TEL.0476-22-2111

　

真
言
宗
智
山
派
の
大
本
山
の
ひ
と

つ
、
本
尊
に
不
動
明
王
を
祀ま

つ

る
成な

り
た田

山さ
ん
し
ん
し
ょ
う
じ

新
勝
寺
。
日
本
の
空
の
玄
関
口
・

成
田
国
際
空
港
を
有
す
る
成
田
市
に

位
置
し
、
年
間
１
０
０
０
万
人
以
上

の
参
詣
者
が
訪
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

背
景
も
あ
り
、
こ
ち
ら
の
寺
院
活
性

化
の
取
り
組
み
で
特
徴
的
な
も
の
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
外
国
人
観
光
客
に

向
け
た
多
言
語
案
内
が
あ
る
。

　

最
初
に
始
め
た
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
。
16
年
前
に
、
英
語
を
話
せ

る
解
説
員
が
境
内
や
併
設
す
る
成
田

山
公
園
を
無
料
で
案
内
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
日
・
英
・
中
・
韓

の
４
カ
国
語
で
作
成
す
る
な
ど
、
多

言
語
で
の
情
報
発
信
を
行
っ
た
。
今

年
か
ら
は
お
み
く
じ
の
裏
面
に
も
英
・

中
・
韓
の
訳
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
境
内

の
案
内
所
や
御
守
り
授
与
所
な
ど
、

現
場
職
員
の
意
見
が
き
っ
か
け
で
す
。

今
で
は
年
間
総
参
詣
者
の
約
３
分
の

１
を
外
国
人
観
光
客
が
占
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
、
企
画
調
整
課

の
僧
侶
・
寺て

ら
ぐ
ち
し
ょ
う
え

口
照
慧
さ
ん
は
言
う
。

　

こ
の
外
国
人
観
光
客
に
向
け
た
多

言
語
案
内
に
加
え
、
も
う
ひ
と
つ
特

徴
的
な
取
り
組
み
が
あ
る
。
そ
れ
は

地
域
と
の
連
携
だ
。
成
田
山
新
勝
寺

の
約
８
０
０
㍍
に
及
ぶ
参
道
に
は
、

歴
史
あ
る
旅
館
や
料
理
店
が
軒
を
連

ね
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
う
な
ぎ
料

理
を
出
す
店
が
多
く「
う
な
ぎ
の
町
」

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
「
風
情
あ
る
表
参
道
の
お
店
を
は

じ
め
、
地
域
の
方
々
や
行
政
と
連
携

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
成
田
の
町
が
勢
い
づ
く
こ
と
が

新
勝
寺
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
う
た
め

に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
か
ら
」

　

梅
ま
つ
り
、
紫
陽
花
ま
つ
り
、
成

田
祇
園
祭
な
ど
、
四
季
折
々
に
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
年
間
20
回
以
上
。

土
地
柄
、
空
港
を
利
用
す
る
た
め
に

「
通
り
過
ぎ
る
町
」だ
っ
た
成
田
を「
訪

れ
る
町
」
に
す
る
た
め
、
市
全
体
を

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
国
内
外

の
旅
行
客
を
誘
致
し
、
寺
院
の
活
性

化
に
は
必
要
不
可
欠
と
い
う
わ
け
だ
。

　

ほ
か
に
も
境
内
の
「
奥
山
広
場
」

に
10
も
の
易
断
所
が
あ
る
な
ど
、
寺

院
以
外
に
も
人
々
が
こ
の
地
を
訪
れ

る
き
っ
か
け
が
多
彩
に
散
り
ば
め
ら

れ
て
い
る
。

　
「
参
詣
者
が
増
え
て
い
る
一
方
、
御

護
摩
祈
祷
の
御
護
摩
札
を
受
け
ら
れ

る
方
が
年
々
減
少
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
３
年
後
に
は
成
田
山
開
基

１
０
８
０
年
祭
記
念
祭
大
開
帳
も
控

え
て
い
ま
す
し
、
観
光
を
き
っ
か
け

に
仏
教
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
え

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
、
寺
口
さ
ん
は
さ
ら
な
る
取
り
組

み
へ
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
た
。

町
と
一
体
に
な
っ
て

世
界
中
か
ら
人
々
を
呼
ぶ

 

成
田
山
新
勝
寺

1
多 言 語 案 内

「今後も地域のために取り
組みたい」と寺口さん。

日・英・中・韓、4カ国語
をそろえるパンフレット。

成田山

栗山公園

観光案内所

新参
道

京成成田駅

成田高・
付属中

表
参
道

JR成
田駅

仁王池
亀のような形をした組岩は
「亀岩」とも呼ばれ、参
詣客の注目を集める。

総門

薬師堂

干支の石像 表参道の町並み

光明堂
大日如来、愛染明王、不動
明王が奉安。恋愛成就の
祈願に多くの女性が訪れる。

奥山広場
易断所がずらりと並ぶ。ほか
にも飲食店、土産物店があ
り、観光客に人気のスポット。

03 MAY 2015



食
文
化
を
発
信
し
、

広
く
関
心
を
集
め
る

出
羽
三
山
神
社

2
精 進 料 理

羽黒山・出羽神社参道の杉並木。 広大な庄内平野と月山（がっさん）を望む大鳥居。

　

山
形
県
の
西
部
に
位
置
し
、
羽
黒

派
古
修
験
道
の
聖
地
と
し
て
歴
史
に

名
高
い
月
山
、
羽
黒
山
、
湯
殿
山
か

ら
な
る
出で

わ
さ
ん
ざ
ん

羽
三
山
。
そ
れ
ぞ
れ
の
山

に
建
つ
神
社
の
総
称
・
出
羽
三
山
神

社
は
、
古
来
よ
り
山
岳
信
仰
者
の
間

で
名
を
馳は

せ
て
い
る
。

　

こ
の
地
が
近
年
、
広
く
注
目
を
集

め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
１

年
に
フ
ラ
ン
ス
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
ミ
シ
ュ
ラ
ン・グ
リ
ー
ン・ガ
イ
ド・ジ
ャ

ポ
ン
」
で
羽
黒
山
の
杉
並
木
、
斎さ

い
か
ん館

、

三さ
ん
じ
ん
ご
う
さ
い
で
ん

神
合
祭
殿
が
掲
載
さ
れ
、
最
高
評

価
を
獲
得
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。

現
地
・
フ
ラ
ン
ス
は
も
と
よ
り
日
本
国

内
で
も
話
題
に
な
り
、
自
然
と
信
仰

が
融
合
し
た
伝
統
文
化
を
体
感
し
て

み
た
い
と
、
老
若
男
女
の
多
く
の
人
々

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
は
千
年
以
上
に
わ
た
り
、
文

化
や
環
境
を
守
り
続
け
て
き
た
神
社
、

地
域
の
努
力
の
賜
物
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
の
先
も
こ
う
し
た
努
力
は
続

い
て
い
く
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
神
社
を

訪
れ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
精
進
料
理
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
出
羽
三
山
の
精
進
料
理
は
、
山
伏

の
自
給
自
足
の
生
活
か
ら
発
展
し
た

も
の
。
山
形
県
の
特
産
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
て
い
ま
す
の
で
、
山
形
に

人
を
呼
ぶ
た
め
の
観
光
資
源
と
し
て

も
魅
力
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

権ご
ん
ね
ぎ

祢
宜
の
佐さ

と
う
よ
し
ゆ
き

藤
敬
幸
さ
ん
。

　

全
部
で
３
カ
所
あ
る
参さ

ん
ろ
う籠
所
で
出

し
て
い
る
料
理
は
、
各
山
で
採
れ
た
山

菜
や
き
の
こ
、
天
然
水
を
使
用
。
基

本
的
に
精
進
料
理
は
肉
や
魚
な
ど
の

動
物
性
食
品
を
使
用
し
な
い
も
の
だ

が
、
湯
殿
山
参
籠
所
で
は
、
湯
殿
山

に
流
れ
る
梵ぼ

ん
じ
か
わ

字
川
で
採
れ
た
川
魚
の

料
理
が
つ
く
な
ど
、
場
所
や
時
季
に

よ
っ
て
品
目
が
異
な
る
。

　

土
地
と
季
節
の
滋
味
を
存
分
に
堪

能
で
き
る
逸
品
。
現
在
は「
一
人
で
も

多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」と

い
う
思
い
か
ら
予
約
制
で
提
供
す
る
。

　

そ
の
Ｐ
Ｒ
は
国
内
か
ら
海
外
と
幅

広
い
。
ち
ょ
う
ど
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
」
で

注
目
を
集
め
た
２
０
１
１
年
に
は
、
フ

ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
食
の
祭
典
」

に
出
品
。
フ
ラ
ン
ス
に
加
え
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
で
も
料
理
長
に
よ
る
調
理
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
山
伏
文
化
の
紹
介

を
行
っ
た
。
さ
ら
に
今
年
５
月
か
ら

開
催
さ
れ
る
「
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
」

に
も
参
加
予
定
。
今
で
は
年
間
参
拝

者
、
累
計
60
万
人
の
多
く
を
外
国
人

観
光
客
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

国
内
で
は
、
観
光
協
会
や
地
元
の

人
た
ち
と
と
も
に
料
理
教
室
や
「
出

羽
三
山
精
進
料
理
を
味
わ
う
会
」
を

開
催
す
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に

尽
力
。
精
進
料
理
を
き
っ
か
け
と
し

て
日
本
人
と
外
国
人
、
両
方
の
参
拝

者
を
呼
び
、
さ
ら
に
は
山
形
へ
の
観
光

客
誘
致
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
の
だ
。精進料理をきっかけに、山形へ

の観光客誘致を目指す佐藤さん。
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出羽三山神社
〒997-0292
山形県鶴岡市羽黒町手向字手向7
TEL.0235-62-2355
※開山期間は神社によって異なる。出羽神社は1年中、湯殿山神社は
５月1日～11月上旬、月山神社は7月1日～9月15日を予定。

「ミシュラン」でも紹介された三神合祭殿。一般神社建築とは
異なり、一棟の内に拝殿と御本殿とが造られた独特の様式だ。

３カ所ある参籠所で味わえる精進料理のひとつ、斎館の精進料
理はかつて松尾芭蕉が食したとも伝えられている。

立ち並ぶ社と杉林のコントラストが美しい。出羽三山一帯には、
多数の末社が散在していることでも知られている。

05 MAY 2015



　

今
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
国
内
契

約
者
数
は
６
０
０
０
万
件
を
超
え
、

こ
れ
ま
で
の
携
帯
電
話︵
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
︶の
契
約
数
を
抜
い
て
い
る
。
外

出
先
か
ら
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
利
便
性
の
高
さ
か
ら

「
情
報
は
ス
マ
ホ
か
ら
」
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
き
た
。

　

情
報
を
受
け
る
側
は
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
に
あ
る
一
方
、
情
報
を
発
信
す
る

側
の
環
境
は
ど
う
だ
ろ
う
。
寺
社
観

光
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
整
備

が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実

情
だ
。

　

個
々
の
寺
社
の
住
所
や
歴
史
と
い
っ

た
情
報
は
、
検
索
を
す
れ
ば
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
だ
が
、「
こ
の
寺
社
に
行

き
た
い
」
と
思
わ
な
け
れ
ば
、知
る
き
っ

か
け
が
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
を
改
善

す
べ
く
誕
生
し
た
の
が
、
こ
こ
で
ご
紹

介
す
る
寺
社
ア
プ
リ
「
いっ
と
く
」
だ
。

こ
の
ア
プ
リ
は
、「
寺
社
に
足
を
運
ん
で

も
ら
う
」「
寺
社
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

う
」
こ
と
を
目
的
に
開
発
さ
れ
た
。

　

こ
の
ア
プ
リ
の
最
大
の
特
徴
は
、
操

作
や
仕
組
み
が
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
あ

る
こ
と
。
寺
社
情
報
提
供
に
徹
底
的

に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
の
よ
う
に
寺

社
に
馴
染
み
の
薄
い
若
い
女
性
で
も
、

目
的
が
あ
れ
ば
複
数
の
寺
社
を
訪
ね

て
い
る
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、
独
自
の
探

訪
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
コ
ー

ス
ご
と
に
目
的
に
合
っ
た
寺
社
が
複
数

配
置
さ
れ
る
の
で
、
寺
社
巡
り
の
動

機
付
け
と
な
る
。

　
「
寺
社
に
足
を
運
び
た
く
な
る
コ
ー

ス
」
で
参
拝
誘
致
し
た
あ
と
は
、
現
地

で
、
そ
の
寺
社
の
こ
と
を
楽
し
く
、
よ

り
深
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
寺

社
に
こ
だ
わ
っ
た
情
報
︵
設
立
、由
緒
、

見
ど
こ
ろ
、
ご
利
益
な
ど
︶
が
提
供

さ
れ
る
。

　

尚
、
コ
ー
ス
設
定
は
、
寺
社
や
周

辺
地
域
の
魅
力
を
引
き
出
す
テ
ー
マ

を
採
用
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
増
加
す
る
外
国
人
観
光

客
へ
の
案
内
ツ
ー
ル
と
し
て
多
言
語
に

も
順
次
対
応
す
る
の
で
、
寺
社
活
性

化
や
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
有
効

活
用
さ
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

寺
社
観
光
促
進
の
起
爆
符

神
社
仏
閣
探
訪
ア
プ
リ

﹁
い
っ
と
く
﹂が
登
場
！

３
ア プ リ

リリース前の情報をキャッチ!リリース前の情報をキャッチ!の情報をキャッチ!
だけに特別公開！
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【お申込み・お問合せ先】

一般社団法人	全国寺社観光協会	本部事務局 Tel.	06-6360-9838		e-Mail	:	info@jisya-kk.jp

寺社アプリ「いっとく」にご参加・
掲載希望の寺社を募集！
寺社にひとりでも多くの方に足を
運んでいただくためのツールとし
てご活用ください。

特 募別 集ユーザー目線に立ったシンプルで簡易な操
作性で「おすすめの寺社が分からない」「寺
社への行き方が分からない」といった悩み
を解決するものです。

ユーザー目線に立ったシンプル
作性で「おすすめの寺社が分からない」「寺
社への行き方が分からない」といった悩み
を解決するものです。

多言語
対応

SNS
シェア

GPS
対応

地域毎に多彩なテーマで寺社探訪コースを設定。

位置機能を利用した目的地までのルート案内を行います。

コース組をすることで参拝動機を創り出し、一部地域に集中する

観光客を地方へ誘致。寺社を中心とした地域の観光を活性化します。

参拝案内

寺社の情報や祭事などの一般ユーザーが気になる

知りたい情報を提供します。

参拝時に役立ててもらえる以外に、地域住民や檀家・

氏子の方々に改めて寺社への理解を深めてもらうための

情報発信ツールとしても活用できます。

寺社情報提供

寺社情報ページ掲載例
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地
域
振
興
と
神
社
の
活
性
化
を
リ
ン
ク

多
彩
な
企
画
を
生
み
出
す
行
動
派
・
宮
司

南坊城光興道明寺天満宮・宮司

　

大
阪
・
藤
井
寺
市
の
道
明
寺
天
満

宮
に
神
社
を
活
性
化
す
る
行
動
派
の

宮
司
が
い
る
と
聞
き
、
訪
ね
て
み
た
。

同
天
満
宮
７
代
目
の
南
坊
城
光
興
宮

司
は
、
地
元
に
有
名
な
梅
や
桜
の
季

節
だ
け
で
な
く
、
年
中
、
神
社
に
人

が
訪
れ
る
よ
う
に
と
、
多
種
多
様
な

取
り
組
み
を
実
践
。
果
敢
に
地
域
と

神
社
の
活
性
化
に
挑
戦
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
熱
い
思
い
の
宮
司
に
、
神
社

活
性
化
へ
の
思
い
を
聞
い
て
み
た
。

　

道
明
寺
天
満
宮
と
言
え
ば
、
祭
神

は
菅
原
道
真
公
、
天あ

め
の
ほ
ひ
の
み
こ
と

穂
日
命
、
道
真

公
の
お
ば
、
覚か

く
じ
ゅ
に

寿
尼
公
に
な
る
。
神
社

の
歴
史
は
古
く
、
道
真
公
の
先
祖
で

野の
み
の
す
く
ね

見
宿
禰
が
、
土
師
の
姓
と
所
領
を

賜
り
氏
神
と
し
て
天
穂
日
命
を
祭
っ

た
﹁
土
師
神
社
﹂
が
始
ま
り
と
い
う
。

　

梅
、
桜
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、

境
内
の
梅
園
に
は
、
紅
梅
、
白
梅
な
ど

約
80
種
８
０
０
本
の
梅
が
植
え
ら
れ
、

２
月
上
旬
か
ら
３
月
上
旬
ま
で
の﹁
梅

ま
つ
り
︵
写
真
１
︶﹂
期
間
中
、
野の

だ
て点
、

盆
梅
展
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
。

　

参
道
や
境
内
に
は
桜
も
約
２
０
０

本
が
春
を
彩
る
。

地
域
振
興
と
神
社
活
性
化
へ
の

情
報
発
信

　

宮
司
は
、「
昔
は
、
地
域
で
何
か

あ
る
と
皆
さ
ん
神
社
に
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
神
社
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
。
多
く
の
人
に
気
軽
に
来
て
い

た
だ
け
る
所
に
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
祭

事
の
一
方
で
、
広
い
境
内
な
ど
を
い

か
に
活
用
す
る
か
で
す
」
と
、
神
社
と

人
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
、
人

を
集
め
る
こ
と
と
情
報
発
信
の
重
要

性
を
語
っ
た
。

　

神
社
の
情
報
発
信
と
し
て
、
ま
ず

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
た
。
14

年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
最
近
で
は
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
。
ま
た
、
地
域
の
情
報
紙

に
も
、
梅
や
桜
の
開
花
情
報
、
神
社

の
祭
事
な
ど
も
掲
載
し
て
い
る
。

地
域
の
人
と
コ
ラ
ボ
、

天
満
宮
に
人
を
呼
ぶ
！

　

同
天
満
宮
に
は
、
伝
統
あ
る
行
事

と
し
て
、
木
彫
り
の
う
そ
鳥
を
周
囲

クローズアップ

南
みなみぼうじょう	みつおき

坊城光興	宮司
プロフィール
國學院大學神道学専攻科卒、太
宰府天満宮で神職として2年間
修行後、道明寺天満宮祢

ね ぎ

宜として
奉職、平成25年4月から同神社7
代目宮司。神道青年全国協議会	
平成25・26年度会長。40歳。
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の
人
と
交
換
し
災
よ
け
を
願
う
「
初

天
神
う
そ
か
え
祭（
写
真
2
）」（
１
月
）、

お
稚
児
さ
ん
の
行
列
が
歩
く
「
菜
種

御
供
大
祭
」（
３
月
）、
学
問
の
神
様

を
祭
る
天
満
宮
ら
し
い
「
筆
ま
つ
り
」

（
４
月
）
な
ど
、
祭
事
は
毎
月
の
よ

う
に
あ
る
が
、
さ
ら
に
地
域
の
人
た

ち
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
践
し
て
い
る
。

　

地
元
の
夫
婦
が
６
年
前
か
ら
境
内

で
は
じ
め
た
「
手
づ
く
り
の
市
（
写
真

３
）」。
３
月
、５
月
、
９
月
、
12
月
の
年

４
回
開
催
し
、
若
い
人
た
ち
が
神
社

に
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。
毎

回
、
陶
器
、
手
芸
品
、
パ
ン
、
新
鮮
野

菜
な
ど
約
40
店
が
並
び
、
大
盛
況
だ
。

　

ま
た
、
寺
子
屋
の
神
社
版
「
宮
子

屋
」
も
昨
年
実
施
し
た
。
親
子
を
対

象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
講
話
の
セ
ッ

ト
。「
梅
の
見
方
」、「
は
に
わ
づ
く
り
」

な
ど
身
近
な
テ
ー
マ
で
喜
ば
れ
た
。

　

今
年
５
月
に
は
、
地
域
の
「
道
明

寺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」に
協
力
し
、

「
大
坂
の
陣
四
百
年
祭
、
道
明
寺
合

戦
ま
つ
り
」
を
考
え
た
。
会
場
は
石

川
河
川
敷
と
合
戦
の
舞
台
と
な
っ
た

道
明
寺
天
満
宮
。
こ
の
街
を
あ
げ
て

の
催
し
に
、
宮
司
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
、
武
者
行
列
、
太
鼓
演
奏
な

ど
多
く
の
行
事
を
企
画
段
階
か
ら
助

言
・
協
力
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
骨こ

っ
と
う董
市
（
毎
月
第
２

日
曜
と
25
日
）、
境
内
の
天
寿
殿
を

外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て

神
社
は
日
本
文
化
の
塊
り

　

宮
司
曰
く
、「
外
国
人
観
光
客
に

は
、
本
物
を
見
せ
る
こ
と
が
大
切
。

こ
こ
南
河
内
地
域
に
重
要
文
化
財
は
、

修
羅
な
ど
１
３
０
件
も
あ
り
ま
す
。

日
本
人
で
も
こ
れ
ほ
ど
多
く
文
化
財

が
こ
の
地
域
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
。
地
元
の
藤
井
寺
市
は
日
本
で
５

番
目
に
市
域
の
狭
い
市
で
す
が
、
国

宝
が
8
点
も
あ
り
、
道
明
寺
天
満
宮

に
あ
る
菅
原
道
真
公
が
実
際
に
使
っ

た
硯す

ず
り

な
ど
６
点
が
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
道
真
公
が
実
際
に
使
っ

た
品
が
残
っ
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
で

す
」
と
の
こ
と
。

　

外
国
人
を
呼
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
、

「
神
聖
な
神
社
で
、
神
に
対
し
て
敬
意

を
払
い
、
長
い
歴
史
の
中
で
守
っ
て

き
た
日
本
文
化
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
も
語
る
。

さ
ら
に
活
性
化
に
向
け
て

　

観
光
面
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

「
政
教
分
離
」
の
趣
旨
は
理
解
し
つ

つ
、
官
民
一
体
の
協
力
も
必
要
と
い

う
。
宮
司
は
、「
例
え
ば
、
近
く
の
幹

線
道
路
に
は
、
残
念
な
が
ら
神
社
や

寺
院
へ
の
案
内
板
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
殿
は
檜ひ

わ
だ
ぶ
き

皮
葺
建
築
物
で

す
が
、
文
化
財
登
録
が
さ
れ
て
お
ら

ず
、
改
修
に
は
莫ば

く
だ
い大
な
費
用
が
か
か

り
ま
す
。
文
化
を
維
持
、
観
光
を
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
行
政
な
ど
の
柔

軟
な
連
携
も
必
要
で
し
ょ
う
ね
」
と

活
性
化
に
向
け
た
熱
い
思
い
で
締
め

く
く
っ
た
。

会
場
に
敬
神
婦
人
会
の
茶
・
華
道
、

書
、
舞
踊
、
花
の
絵
な
ど
７
ク
ラ
ブ

が
活
動
す
る
な
ど
多
彩
だ
。

神
前
ブ
ラ
イ
ダ
ル
も

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　

最
近
、
神
前
結
婚
式（
写
真
4
）
が

見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
都
市
部
の
結

婚
式
会
場
も
い
い
が
、
二
人
の
記
念

の
場
所
が
い
つ
ま
で
も
思
い
出
の
場

と
し
て
、
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
の

願
い
か
ら
だ
。
特
に
、
神
社
の
荘
厳

さ
の
中
で
挙
式
し
た
い
と
い
う
の
が

人
気
の
要
因
と
か
。

　

南
坊
城
宮
司
は
、
当
然
、
そ
の
こ

と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
今
年
３
月
ま

で
若
手
神
職
で
つ
く
る
「
神
道
青
年

全
国
協
議
会
」
の
会
長
を
歴
任
。
同

協
議
会
で
は
、
女
性
の
神
職
も
増
え

た
こ
と
か
ら
、
後
継
者
育
成
の
一
助

に
と
、神
職
同
士
の
「
婚
活
交
流
会
」

を
企
画
。
任
期
中
に
２
回
実
施
し
２

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
も
生
か
し
、
宮
司

自
ら
、
神
社
で
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
総
合

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
行
っ
て
い
る
。
頼
ま

れ
れ
ば
、
司
会
ま
で
も
や
っ
て
の
け

る
多
才
ぶ
り
。「
地
域
の
人
の
誇
り

に
な
り
、
○
○
な
ら
天
満
宮
と
言
わ

れ
る
、
○
○
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。

誇
り
に
堪
え
ら
れ
る
も
の
を
」
と
言

う
ほ
ど
。

道明寺天満宮
〒583-0012
大阪府藤井寺市道明寺1-16-40
TEL.072-953-2525
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寺 社 の 復 興 の 原 動 力 を 探 るチャレンジ特集

世界から参拝客が集まる
美術館のようなお寺
無住のお寺からジャパニーズアートの発信基地となった毎来寺

門や外観にも岩垣住職手彫りの看板や
表札など、愛らしいデザインの作品が
飾られる。お寺独特の荘厳さや厳粛な
雰囲気というより、親しみやすい町家
といった佇まいも女性に人気の理由だ。
また、建築専門誌に「木造ルネッサン
ス風小学校」と紹介され、テレビCM
や映画のロケ地としても使われた国の
重要文化財「旧遷喬尋常小学校校舎」
が車で約6分圏内にあり、建築やアー
ト鑑賞目的の観光者が多く訪れている。

　

お
寺
の
壁
や
天
井
全
体
を
埋
め
尽

く
す
、3 

0 

0
点
以
上
の
版
画
の
数
々
。

こ
れ
ら
の
作
品
が
、た
っ
た
1
人
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。
岡

山
県
真
庭
市
に
あ
る
「
毎ま

い
ら
い
じ

来
寺
」
は
、

版
画
寺
と
し
て
知
る
人
ぞ
知
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

手
が
け
た
の
は
、
住
職
で
あ
る
岩い

わ
が
き垣

正し
ょ
う
ど
う道

さ
ん
。
昭
和
51
年
に
無
住
だ
っ
た

毎
来
寺
に
入
山
し
て
以
来
、
40
年
に
わ

た
っ
て
版
画
を
彫
り
続
け
て
い
る
。
入

山
当
時
は
前
住
職
が
離
れ
て
3
年
の

歳
月
が
経た

っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
屋

根
の
瓦
は
剥
が
れ
天
井
は
傷
み
、
1
人

で
の
修
復
は
困
難
を
極
め
た
。
と
は
い

え
、
お
寺
と
な
ん
の
縁
も
な
い
岩
垣
住

職
が
周
囲
の
信
頼
を
得
る
の
は
難
し

く
、
し
ば
ら
く
は
孤
独
な
時
期
が
続
い

た
と
い
う
。
そ
ん
な
窮
状
を
救
っ
た
の

が
、
版
画
だ
っ
た
。

　
「
昔
か
ら
絵
が
好
き
で
、
宗
教
よ
り

も
絵
の
勉
強
ば
か
り
し
て
い
た
」
と
い

う
学
生
時
代
は
主
に
油
絵
を
嗜た

し
な

ん
で
い

た
が
、
お
寺
に
飾
る
の
で
あ
れ
ば
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
合
う
も
の
を
と
、
独
学

で
版
画
を
始
め
た
と
い
う
。

　
「
禅
語
や
和
歌
、
俳
句
の
文
句
か
ら

気
に
入
っ
た
も
の
を
選
ん
で
、
感
じ
た

ま
ま
に
絵
に
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
作

品
は
鳥
や
草
木
と
い
っ
た
身
近
な
動
植

物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
が
多
く
、

見
る
者
に
愛
ら
し
さ
と
親
近
感
を
抱
か

せ
る
。「
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
言
葉
か
ら

作
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
」
と
言
っ
た

通
り
、
作
品
の
中
の
動
物
た
ち
は
、
静

か
に
佇た

た
ず

み
な
が
ら
も
背
筋
を
伸
ば
し
、

生
命
力
溢あ

ふ

れ
る
印
象
だ
。

　

そ
ん
な
前
向
き
で
穏
や
か
な
絵
は
噂

と
な
り
、
次
第
に
人
が
集
ま
り
始
め
た
。

「
あ
る
檀だ

ん

か家
さ
ん
に
、
天
井
に
も
版
画
を

飾
っ
て
は
ど
う
か
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。

私
に
は
そ
ん
な
発
想
も
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
面
白
そ
う
だ
と
思
い
檀
家
さ
ん

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
無
償
で
天
井
に

梁は
り

を
設し

つ
ら

え
、
作
品
を
展
示
で
き
る
よ
う

に
し
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
」

　

岩
垣
住
職
の
作
品
と
人
柄
に
、
徐
々

に
周
囲
も
協
力
的
に
。
瓦
も
天
井
も
張

り
替
え
ら
れ
、
無
住
だ
っ
た
頃
の
面
影

は
す
っ
か
り
な
く
な
っ
た
。

　

そ
の
頃
か
ら
作
品
の
発
表
の
場
も
広

が
り
を
見
せ
始
め
る
。
鳥
取
県
浜
村
温

泉
へ
の
作
品
奉
納
や
真
庭
市
の
御
前
酒

蔵
元
辻
本
店
の
酒
ラ
ベ
ル
の
制
作
、
計

3
度
に
及
ぶ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個
展

開
催
と
、
岩
垣
住
職
の
作
品
が
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
平
成
20

年
、
岡
山
県
か
ら
観
光
事
業
功
労
者

表
彰
を
受
け
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
と
、
全
国
各
地
か
ら
観
光
客
が

訪
れ
る
よ
う
に
。
遠
方
か
ら
の
参
拝
客

に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
、
作
品
を
印
刷

し
た
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
手
ぬ
ぐ
い
を
販

売
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
れ

ば
、
そ
れ
ら
の
作
品
が
広
告
と
な
り
さ

ら
に
人
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「『
誰
も
参
ら
ん
寺
』
な
ん
て
揶や

ゆ揄
さ

れ
て
い
た
寺
に
、
今
で
は
国
内
だ
け
で

な
く
、
海
外
の
方
ま
で
参
拝
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
の
人
は
お
寺
に
参
る
と
い
う
よ
り
、

版
画
の
鑑
賞
が
目
的
で
す
が
、
私
の
絵

に
は
釈し

ゃ

か迦
の
言
葉
や
和
歌
な
ど
、
先
人

の
教
え
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

宗
教
と
の
触
れ
合
い
が
あ
っ
て
も
い
い
と

思
う
ん
で
す
」

　

40
年
以
上
に
渡
り
没
頭
し
続
け
た

版
画
作
り
。
た
っ
た
1
人
の
挑
戦
は
、

い
つ
し
か
多
く
の
人
を
巻
き
込
み
、
海

を
わ
た
り
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
発
信
基
地

と
な
っ
た
の
だ
。

　

最
後
に
参
拝
者
の
減
少
が
進
む
今

の
お
寺
に
必
要
な
も
の
は
な
に
か
、
尋

ね
て
み
た
。

　
「
小
難
し
い
説
法
を
聞
き
に
、
足
を

運
ぶ
人
な
ど
そ
う
は
い
な
い
の
で
す
。

う
ち
の
様
に『
珍
し
い
お
寺
が
あ
る
ら

し
い
か
ら
、観
光
が
て
ら
行
っ
て
み
よ
う
』

そ
ん
な
風ふ

う

に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所

で
あ
れ
ば
、
自
然
と
人
は
集
ま
っ
て
来

る
と
思
い
ま
す
」

　

74
歳
の
岩
垣
住
職
は
、
活
発
な
口

調
で
そ
う
語
る
。そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

溢
れ
る
精
神
こ
そ
、
毎
来
寺
復
興
の

源
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

曹洞宗 毎来寺
〒719-3224
岡山県真庭市目木1001
TEL.0867- 42-0932
※参拝の際は電話にて要事前連絡
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色とりどりの作品に圧倒される本堂
の天井は、檀家の協力を得て版画
が展示できるように工夫された。こ
こには日本における曹洞宗の開祖で
ある道元禅師が詠んだ約60の和歌
にインスパイヤーされて作られた、カ
ラフルな色遣いが特徴の版画作品の
みが集約し飾られている。

11 MAY 2015



　

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
愛
媛
県
西
条
市

と
久
万
高
原
町
に
た
た
ず
む
西
日
本
最

高
峰
の
石
鎚
山
は
、
加
賀
白
山
や
駿
河

富
士
な
ど
と
と
も
に
日
本
七
霊
山
に
数

え
ら
れ
る
霊
峰
。
標
高
１
９
８
２
メ
ー
ト

ル
の
険
し
い
山
は
、
今
か
ら
１
３
０
０

年
前
、
修
験
道
の
開
祖
・
役
小
角
が
開

い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
寂じ

ゃ
く
せ
ん
ぼ
さ
つ

仙
菩
薩
が

石い
し
づ
ち
ざ
お
う
だ
い
ご
ん
げ
ん

鎚
蔵
王
大
権
現
と
し
て
称
え
て
、
常

住
社
︵
現
在
の
中
宮
で
あ
る
成
就
社
︶
を

創
立
。
弘
法
大
師
空
海
も
こ
の
山
で
修

行
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
桓
武
天
皇

や
文
徳
天
皇
、
豊
臣
家
一
族
か
ら
も
厚

い
信
仰
を
得
た
。
石い

し
づ
ち
じ
ん
じ
ゃ

鎚
神
社
の
御
祭
神

は
石い

し
づ
ち
ひ
こ
の
み
こ
と

鎚
毘
古
命
一
神
で
、
石
鎚
山さ

ん
ろ
く麓
の

口
之
宮
本
社
、
中
宮
成
就
社
、
土
小
屋

遥
拝
殿
、
奥
之
宮
頂
上
社
に
鎮
座
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
国
内
に
１
０
０
ヵ
所

以
上
、
海
外
で
は
ハ
ワ
イ
と
ブ
ラ
ジ
ル

に
分
社
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
遥は
る

か
異
国

の
地
で
信
仰
の
灯
を
と
も
し
続
け
る
海

外
分
社
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
た
。

＊

　

日
本
の
神
社
の
海
外
へ
の
普
及
は
、

海
外
へ
移
民
し
た
人
た
ち
と
共
に
広

が
る
こ
と
が
多
い
。
ハ
ワ
イ
の
石
鎚
神

社
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
明
治
の
自
由

移
民
時
代
に
広
島
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
渡
っ

た
三
宅
シ
ナ
が
、
い
っ
た
ん
日
本
へ
戻

り
、
愛
媛
県
西
条
市
に
あ
る
石
鎚
神

社
本
社
と
成
就
社
で
40
日
余
り
の
修

行
を
行
い
、
教
派
神
道
の
御お

ん
た
け
き
ょ
う

嶽
教
の

教
師
の
資
格
を
取
得
し
て
戻
っ
た
こ

と
が
始
ま
り
。
帰
布
の
際
に
石
鎚
神

社
の
分
霊
を
携
え
て
、
大
正
６
年
11

月
24
日
に
現
在
地
に
遷
座
し
た
。
こ

れ
を
機
に
、
ハ
ワ
イ
の
神
社
の
中
で

初
め
て
県
政
府
が
非
営
利
法
人
と ハワイ石槌神社で参拝客に人気の巫女さんたち。

ハワイオアフ島ホノルル市にあるハワイ石鎚神社。

石鎚神社口之宮本社の本殿。平成27年秋まで、平成の大改修が行われている。

誕
生
の
き
っ
か
け
は
、
移
民
の
真し

ん

し摯
な
思
い

ハ
ワ
イ
石
鎚
神
社
の

歩
み
と
今
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石鎚本社からの支援を背景に
ローカル社会に定着

石鎚神社
〒793-8555
愛媛県西条市西田甲七九七
TEL.0897-55-4044

し
て
認
可
し
、
ロ
ー
カ
ル
社
会
で
の

認
知
が
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

三
宅
シ
ナ
は
、
浄
土
宗
を
信
仰
す

る
家
庭
に
生
ま
れ
、
霊
感
が
強
く
、

憑ひ
ょ
う
い依

状
態
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
大
正
２
年
２

月
17
日
に
「
我
は
タ
カ
ヤ
マ
ノ
タ
カ

ガ
ミ
（
高
山
の
高
神
）
な
り
。
シ
ナ

の
身
体
を
借
り
て
皆
を
救
う
」
と
い

う
お
告
げ
を
口
に
し
た
。
愛
媛
県
西

条
市
か
ら
移
民
し
た
人
が
、「
高
山

の
高
神
と
は
石
鎚
神
社
の
神
様
で
は

な
い
か
」
と
教
え
た
と
こ
ろ
、
愛
媛

県
と
同
じ
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
広
島

県
生
ま
れ
の
シ
ナ
は
、
そ
の
話
を
す

ん
な
り
と
受
け
入
れ
た
と
い
う
経
緯

が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

海
外
で
の
神
社
運
営
に
は
、
様
々

な
艱か

ん
な
ん
し
ん
く

難
辛
苦
が
待
ち
受
け
て
い
た
。

と
り
わ
け
苦
労
を
強
い
ら
れ
た
の
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
前
後
。
二
代
目

宮
司
の
木き

む
ら
と
み
じ

村
富
次
は
、
戦
時
中
、
他

の
神
社
関
係
者
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ

本
土
に
抑
留
さ
れ
た
。
帰
布
後
は
社

殿
が
敵
国
財
産
管
理
局
に
没
収
さ
れ

て
い
た
た
め
、自
宅
に
て
祭さ

い
し祀

を
行
っ

て
い
た
。
よ
う
や
く
社
殿
の
祭
祀
が

再
開
さ
れ
た
の
は
昭
和
29
年
。
昭
和

35
年
に
は
社
殿
１
階
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
葵
幼
稚
園
」
を
開
設
し
た
（
現

在
は
閉
鎖
）。

　

昭
和
38
年
に
は
創
立
50
周
年
を

記
念
し
て
、
広
島
か
ら
招
い
た
宮
大

工
の
林は

や
し
み
ね
ま
つ

峰
松
親
子
と
信
徒
た
ち
の
手

に
よ
り
、
流
造
り
の
社
殿
が
完
成
す

る
。
石
鎚
神
社
本
社
と
の
交
流
も
細

や
か
に
行
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
58
年

に
は
愛
媛
県
よ
り
石
鎚
神
社
本
社

の
近こ

ん
ど
う
し
げ
お

藤
茂
生
宮
司
ら
が
ハ
ワ
イ
に
渡

り
、
創
立
70
周
年
記
念
大
祭
が
盛

大
に
行
わ
れ
た
。
以
降
、
し
ば
ら
く

宮
司
不
在
の
時
期
も
あ
り
、
高
齢
の

教
団
員
た
ち
が
見
よ
う
見
ま
ね
で
奉

仕
を
行
っ
た
り
も
し
た
。

　

そ
こ
で
平
成
11
年
に
は
、
ハ
ワ
イ

在
住
の
志し

む
ら
な
お
や

村
尚
哉
が
石
鎚
神
社
本

社
で
特
別
講
習
を
受
け
て
宮
司
と

な
り
、
現
在
も
奉
仕
を
担
っ
て
い
る
。

平
成
15
年
に
は
本
社
よ
り
十そ

が
め
お
き
み

亀
興
美

宮
司
管
長（
当
時
）や
役
員
、
氏
子
ら

16
名
が
ハ
ワ
イ
を
訪
ね
て
、
創
立
90

周
年
記
念
大
祭
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
石
鎚
本
社
で
は
こ
の
よ
う
な
節

目
に
ハ
ワ
イ
へ
渡
る
な
ど
、
随
時
あ

ら
ゆ
る
指
導
を
細
や
か
に
行
う
こ
と

で
、
運
営
を
支
え
て
き
た
。

　

海
外
に
あ
る
も
う
一
つ
の
分
社
・

ブ
ラ
ジ
ル
石
鎚
神
社（
ス
ザ
ノ
市
）は
、

昭
和
25
年
頃
に
高
知
県
出
身
の
移

民
・
津つ

の
ち
ょ
う
た

野
長
太
ら
が
、
石
鎚
山
に
姿

の
似
た
カ
ッ
チ
ン
ガ
山
で
雨
乞
い
を
し

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
叶か

な

い
、
旱か

ん
ば
つ魃
の
危

機
を
脱
し
た
こ
と
を
由
来
に
発
足
。

本
社
は
昭
和
56
年
に
石
鎚
山
を
訪

れ
た
津
野
に
分
霊
を
行
い
、
御
神
体

は
カ
ッ
チ
ン
ガ
山
に
祀ま

つ

ら
れ
た
。

　

毎
年
、
７
月
第
１
日
曜
に
執
り
行

わ
れ
る
大
祭
で
は
御
神
体
と
と
も
に

数
百
名
の
人
々
が
カ
ッ
チ
ン
ガ
山
に

登
っ
て
祈
願
し
、
餅
ま
き
や
直
会
な

ど
を
行
う
。
本
社
で
行
わ
れ
る
「
お

山
開
き
大
祭
」さ
な
が
ら
の
賑に

ぎ

わ
い

を
み
せ
る
。

　
「
石
鎚
本
教
は『
行
動
の
宗
教
』。

自
然
と
の
融
和
に
よ
り
神
様
に
近
づ

き
、
霊
峰
に
登
頂
す
る
こ
と
に
よ
り
、

神
様
の
導
き
を
得
よ
う
と
し
ま
す
。

ハ
ワ
イ
と
ブ
ラ
ジ
ル
、
と
も
に
日
本

か
ら
遠
く
離
れ
た
異
国
の
地
で
、
信

仰
を
貫
く
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
社
は
常
に
そ
の
存
在
を

気
に
か
け
、
節
目
の
時
に
現
地
に
赴

い
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
御
神

像
御
奉
斎
記
念
式
典
な
ど
の
際
に
ハ

ワ
イ
や
ブ
ラ
ジ
ル
へ
足
を
運
ん
だ
石

鎚
神
社
の
曽そ

が

べ

ひ

で

し

我
部
英
司
禰ね

ぎ宜
だ
。

　

近
年
、
海
外
の
分
社
は
、
信
徒

の
高
齢
化
や
４
世
・
５
世
の
世
代
と

な
っ
た
日
系
社
会
の
変
化
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、

ハ
ワ
イ
で
は
石
鎚
本
社
の
協
力
に
よ

り
2
年
前
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
守
り

を
企
画
。
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
や
虹
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
華
や
か
な
お
守
り
は
、

現
地
の
方
の
み
な
ら
ず
、
ハ
ワ
イ
を

訪
れ
た
日
本
人
観
光
客
か
ら
も
人

気
と
な
っ
て
い
る
。
石
鎚
信
仰
の
海

外
で
の
布
教
・
教
化
は
、
本
社
の
細

や
か
な
サ
ポ
ー
ト
と
現
地
の
信
徒
が

あ
っ
て
こ
そ
な
し
得
る
も
の
な
の
だ

と
実
感
し
た
。

中央が平成11年より宮司となった志村尚哉。
関係者らの結束が神社運営の礎だ。

観光客に人気の
お守りグッズ。
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真
宗
大
谷
派  

眞し
ん
き
ょ
う
じ

敬
寺

〒111-0042
東京都台東区寿
1-11-7

Tel.03-3841-1986

　

第
17
世
住
職
の
釋し

ゃ
く
ほ
う
せ
ん

朋
宣
さ
ん
は
、〝
気

軽
に
集
ま
っ
て
も
ら
え
る
場
所
〟を
目
指

し
、
お
寺
の
イ
ベ
ン
ト
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
２
０
０
８

年
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
生
前
に
遺
影
写
真

を
撮
る「
明
る
い
遺
影
撮
影
会
」だ
。

　
「
老
人
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
遺
影

撮
影
会
に
密
着
し
た
テ
レ
ビ
番
組
を
見

た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
写
真
家
・
大お

お
に
し西

暢の

ぶ

お夫
さ
ん
が
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か

け
て
対
話
し
な
が
ら
撮
影
す
る
姿
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
大
西
さ
ん

に
直
接
お
願
い
を
し
て
、
遺
影
撮
影
会

を
開
催
で
き
る
こ
と
に
」

　
「
明
る
い
遺
影
撮
影
会
」を
開
催
す
る

住
職
の
思
い
と
は
？

　
「
遺
影
撮
影
を
通
し
て
、
今
の
自
分

を
見
つ
め
直
す
時
間
を
持
つ
こ
と
。
そ

し
て〝
死
〟を
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
て
、
何
を
し
た
い

の
か
を
、
明
る
い
視
点
で
考
え
る
機
縁

に
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」

　
一
回
の
撮
影
料
金
は
２
万
円
（
税
・
写

真
代
込
み
）、
最
低
遂
行
人
数
３
名
が

集
ま
り
次
第
開
催
さ
れ
る
予
定
。

　
「
お
寺
の
イ
ベ
ン
ト
は
Ｈ
Ｐ
と
お
便
り
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遺
影

撮
影
会
を
お
寺
で
開
催
す
る
に
は
、
写

真
を
撮
影
し
て
く
れ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
と
撮

影
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
。
遺
影
の
準
備
は

先
の
話
と
い
う
方
が
多
く
、
ま
だ
参
加
者

が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
活
動

が
少
し
ず
つ
で
も
浸
透
し
て
い
く
よ
う

に
、
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

東
京
・
眞
敬
寺
「
明
る
い
遺
影
撮
影
会
」

自
分
を
見
つ
め
直
す

き
っ
か
け
の
場
を
つ
く
る

人
が
集
ま
る
・
絆
が
深
ま
る
イ
ベ
ン
ト
の
ヒ
ン
ト

ト

全

国

寺

社

イ

ベ

ン

遺影撮影会の写真は葬儀で飾るだけが目的ではない。
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観光立国日本をめざして
ユニバーサルツーリズムを促進
 障害者から外国人旅行者まで、誰もが楽しめる観光地づくりを推進

行 政 ・ 観 光 の
最新情報をリポート

行政・観光
ニ
ュ
ー
ス

観光庁は、ユニバーサルツーリズムに対応した観光地
づくりを進めるための一つとして、都内で業界関係者など
約150人を招き、シンポジウム「バリアフリー観光地づく
りで集客増」を開催した。
ユニバーサルツーリズムとは、外国人旅行者を含め、
高齢者や障害者、乳幼児連れなど、誰もが旅行を楽しめ
るようにつくられた旅行のこと。同シンポジウムでは、集
客増の観点から、いつかそれが当たり前となるように、地
域が一体となって受け入れ体制などを進めることの重要性
が説明された。
 

ユニバーサルツーリズムの普及促進をはかる観光庁は、
これまで取り組んできた高齢者・障害者向け旅行の効果
の検証では、健康や体調への意識向上や、移動・外出
に対する自信など変化が表れている、としている。また、
乳幼児連れの旅行に関する調査・検討を行い、乳幼児
連れ旅行のモデル構築をめざす。
さらに、国土交通省では、駅などの旅客施設や車両
のバリアフリー化を急務とし、鉄道駅にはエレベーターや
ホームドア、障害者対応型トイレ等の設置を推進。空港
アクセスバスにリフト付きバス車両を導入するための検討
を進めるとともに、ユニバーサルデザインタクシーのさらな
る普及をめざして支援の充実に取り組み、観光客の利便
性と安全性の向上をはかる。

こうした取り組みの狙いは、高齢者や障害者、外国
人旅行者に安心して旅行を楽しんでもらうことにある。特
に、外国人旅行者が急増する2020年「東京オリンピック・
パラリンピック」前後は、世界の人 を々ひきつける絶好の
チャンス。観光立国を実現するためにも、日本全国のバ
リアフリー化の加速とユニバーサルツーリズムの推進は、
重要な取り組みなのである。もちろん、この事業が成功
すれば、東京五輪後も地域は発展していくための資産を
生みだし、世界に通用する魅力ある観光地域づくりへと
つなげることができるだろう。
現在、三重県・伊勢志摩や沖縄のように、地域の一
元的な相談窓口としてバリアフリーツアーセンター（相談
センター）などの環境整備が進められつつある。

 

＝参考＝
観光庁ホームページ
平成27年度観光庁関係予算概要  2015年1月
http://www.mlit.go.jp/common/001067327.pdf

観光立国推進閣僚会議  2014年6月17日
観光立国の実現に向けたアクション・プログラム2014
http://www.mlit.go.jp/common/001046636.pdf

観光庁観光産業課
ユニバーサルツーリズム促進に向けた地域活動実態調査報告書  2013年3月

トラベルビジョン  2015年3月15日記事
http://www.travelvision.jp/news-jpn/detail.php?id=66260

誰もが楽しめる旅行

ユニバーサルツーリズムとは バリアフリー化を加速

取
組
の
量
・
質

現在 将来

質の向
上

（多
様化
）

萌芽
量の拡

大※平成25年3月ユニバーサル
ツーリズム促進に向けた地域活
動実態調査より

〈 	ユニバーサルツーリズム
	 促進に向けた概念図  〉

JR 東日本 平泉駅（エレベーター設置、跨線（こせん）橋新設）

跨線橋新設 跨線橋内通路

ユニバーサルデザインの考え方に基づき、鉄道駅においてエレベーター等の設置による段差の解消、ホームドア等視覚障害者の転落
を防止するための設備の整備、障害者対応型トイレの設置等を、国・関係地方公共団体・鉄道事業者等の関係者一体の取り組みに
より推進し、観光客の利便性と安全性の向上を図る。

改装前

駅のバリアフリー化を実現した例
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量
か
ら
質
へ
、

自
分
ら
し
さ
重
視
の
ト
レ
ン
ド

　

こ
こ
数
年
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

大
切
に
す
る
こ
と
が
ト
レ
ン
ド
と
し

て
広
が
っ
て
い
る
。
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
む
や
み
に
消
費
す
る
の
で
は
な

く
、
生
活
の
質
を
重
視
す
る
と
い
う

も
の
だ
。

　

村
上
萌
さ
ん
は
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」と
い
う
肩
書
を

持
ち
、
女
性
向
け
商
品
の
企
画
や
イ

ベ
ン
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
を
行
う

ほ
か
、
自
治
体
と
の
取
り
組
み
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
影
響
力
は

大
き
く
、
20
～
30
代
の
女
性
の
暮

ら
し
に
も
変
化
を
与
え
て
い
る
。
そ

ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ト
レ
ン
ド
の

第
一
人
者
で
あ
る
村
上
さ
ん
に
話
を

聞
い
た
。

　
「
物
と
情
報
が
溢
れ
、
メ
デ
ィ
ア
や

ブ
ラ
ン
ド
の
絶
対
的
な
力
が
弱
ま
る

と
、
多
種
多
様
な
職
業
が
成
り
立

ち
、
個
の
意
見
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の

は
、
皆
と
同
じ
物
や
カ
リ
ス
マ
と
同

じ
物
で
は
な
く
“
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
方
”
で
す
。
人
々
が
自
分
に
合
っ

た
選
択
を
し
て
、
身
の
回
り
の
物
を

自
分
専
用
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
必
ず
し
も
隣
の
人
と

同
じ
答
え
で
は
な
く
、“
自
分
ら
し

い
”
と
実
感
し
た
時
こ
そ
満
足
に
繋

が
り
、
そ
れ
こ
そ
が
そ
の
人
に
と
っ

て
の
答
え
に
な
る
の
で
す
。

　

20
～
30
代
の
自
己
投
資
欲
の
高

い
女
性
は
、
ブ
ラ
ン
ド
物
を
買
う
の

で
は
な
く
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
と
、

何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
自

分
ら
し
く
選
択
で
き
た
時
に
豊
か
さ

を
感
じ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
便
利

に
な
る
ほ
ど
、
人
と
同
じ
物
を
手
に

入
れ
る
の
は
簡
単
。
逆
に
、
手
作
り

や
旬
を
感
じ
る
こ
と
の
方
こ
そ
価
値

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
」

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ブ
ー
ム
と
寺
社

は
ど
う
関
わ
れ
る
の
か
、
尋
ね
て
み

る
と
、「
寺
社
の
魅
力
を
挙
げ
る
と

す
れ
ば
、
場
所
に
よ
っ
て
違
う
、
そ

の
土
地
に
根
付
い
た
文
化
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
季
節
ご
と
に
見
え
る
顔

が
違
う
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
日

本
の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
姿
で

あ
り
、
文
明
が
ど
れ
だ
け
発
達
し
て

も
真
似
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
便

利
と
は
真
逆
の
“
自
然
”
と
“
歴
史
”

に
依
る
も
の
で
す
。

　

市
場
が
成
熟
し
た
今
こ
そ
、
人
々

は『
次
の
週
末
は
、あ
の
寺
社
が
あ
る
、

あ
の
場
所
へ
行
っ
て
み
た
い
』
と
思
っ

て
も
ら
え
る
時
期
で
す
。私
自
身
も
、

季
節
に
合
わ
せ
、
自
分
自
身
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
、
寺
社
や
地
方
を
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

提
案
を
し
て
い
き
ま
す
」

奈良県吉野町役場の椿本さん、モデルのNazka Sawaさん、村上さん。現在、吉野杉・檜のブランディングに取り組んでおり、吉野町で取材を行った。
（左：竹林院、右：金峯山寺）

キーは“女子のおもてなし”に在り！

寺社活性化と地方創生のヒントを探る
女性は男性に比べ流行に敏感と言われ、女性がブームの火付け役となることが比較的多い。

仏像ガールや歴女などのような寺社にまつわる流行も女性が中心だ。
どうやらブームのヒントは女性にあるらしい。

女性の琴線に訴えかけ、地方や寺社を盛り上げるためのヒントを探る。

特 別
企 画
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S 

N 

S
と
リ
ア
ル
の
連
動
が

キ
ー
ポ
イ
ン
ト

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
に
よ
り
、
誰
も
が
自
由
に

発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
情
報
の

伝
達
に
優
れ
る
画
像
投
稿
ア
プ
リ

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」な
ど
を
使
用
し
、

そ
の
世
界
観
や
見
せ
方
な
ど
、
個
人

が
持
つ
独
特
な
セ
ン
ス
で
何
万
人
と

い
う
人
を
惹
き
つ
け
る
女
の
子
た
ち

が
い
る
。
彼
女
た
ち
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

リ
ア
ル
を
う
ま
く
連
動
さ
せ
、
自
分

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
延
長
線
上
に

あ
る
手
が
届
き
そ
う
で
届
か
な
い
微

妙
な
距
離
感
の
理
想
の
日
常
を
可
視

化
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
る
。

　

先
日
、
静
岡
県
袋
井
市
に
あ
る
可

睡
斎
で
行
わ
れ
た
取
材
に
、
あ
る
２
人

の
女
の
子
た
ち
が
参
加
し
た
。
彼
女

た
ち
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
1
万
7
千

人
程
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
持
ち
、
お
し
ゃ

れ
好
き
、
旅
行
好
き
な
一
般
人
の
女

の
子
だ
。
そ
ん
な
彼
女
た
ち
に
実
際

に
宿
坊
に
泊
ま
っ
て
も
ら
い
、
彼
女

た
ち
な
り
の
言
葉
と
今
風
の
見
せ
方

で
寺
社
の
魅
力
を
発
信
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

可
睡
斎
は
、
僧
侶
と
一
緒
に
禅
修

行
の
体
験
が
で
き
、
出
さ
れ
る
精
進

料
理
も
お
い
し
く
、
見
ど
こ
ろ
が
多

い
と
評
判
の
宿
坊
だ
。
案
内
し
て
く

れ
る
僧
侶
の
方
の
説
明
も
丁
寧
で
、

女
の
子
た
ち
が
初
め
て
行
く
に
は
最

適
な
場
所
と
も
言
え
る
。

　

参
加
し
た
彼
女
た
ち
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
小
さ
な
画
面
上
で
映
え

る
よ
う
な
写
真
を
選
び
、
独
特
な
セ

ン
ス
で
写
真
に
加
工
を
施
す
。
精
進

料
理
の
朝
ご
は
ん
を
「
精
進
ブ
レ
ッ

ク
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
表
現
す
る
な
ど

し
て
、
ア
プ
リ
に
体
験
記
を
投
稿
。

そ
の
結
果
、
体
験
記
の
コ
メ
ン
ト
欄

に
は
「
お
寺
っ
て
泊
ま
れ
る
ん
で
す

ね
！
」「
そ
ん
な
ツ
ア
ー
が
あ
る
ん
で

す
か
？
」
と
い
っ
た
様
々
な
反
応
が

寄
せ
ら
れ
る
。
個
性
豊
か
な
発
信
力

を
持
つ
彼
女
た
ち
は
、
そ
ん
な
気
付

き
を
ユ
ー
ザ
ー
に
与
え
る
力
（
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ス
力
）
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。

彼
女
た
ち
曰
く
、「
自
分
と
向
き
合

え
る
場
所
と
し
て
、
お
寺
や
神
社
を

打
ち
出
す
の
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
大
切
に
す
る
人
に
は
と
て
も
響
き

ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
写
真
を
撮
っ
て

あ
げ
た
り
、
撮
る
機
会
を
与
え
て
あ

げ
る
こ
と
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
た
い

か
ら
と
体
験
に
わ
ざ
わ
ざ
行
く
人
も

多
い
ん
で
す
」

　

彼
女
た
ち
の
よ
う
に
、
体
験
者
自

ら
が
見
た
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
投
稿
し
、
そ
れ
に
共
感
し

た
人
が
同
じ
よ
う
に
足
を
運
ぶ
と
い

う
風
に
、
自
然
と
輪
が
広
が
っ
て
い

く
と
い
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
輪
の
広
が
り
を

全
国
的
な
ブ
ー
ム
に
す
る
た
め
に
は
、

情
報
発
信
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
話
題
性

な
ど
が
大
き
く
関
係
す
る
。
そ
の
過

程
に
お
い
て
、
女
性
の
手
の
届
く
範

囲
の
非
日
常
と
し
て
身
近
な
接
点
を

創
り
出
し
、“
小
さ
な
共
感
”
を
大

勢
の
女
子
か
ら
集
め
て
い
く
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
大
き
な
ブ
ー
ム
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

可睡斎の体験は担当の僧侶が丁寧な説明を行う。体験者の理解が深まり、満足度が向上する。

秋葉総本山 可睡斎（17P）
〒437-0061
静岡県袋井市久能 2915-1 
TEL.0538-42-2121（代）
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地
方
の
過
疎
化
脱
却
、

観
光
立
国
化
を
宿
坊
で
実
現

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
平
成
26

年
３
月
末
時
点
で
日
本
の
ホ
テ
ル
営

業
施
設
数
は
９
８
０
９
軒
、
旅
館
営

業
施
設
数
は
４
万
３
３
６
３
軒
、
簡

易
宿
所
数
は
２
万
５
５
６
０
軒
。
こ

の
中
で
宿
坊
は
多
く
見
て
も
５
０
０

軒
。
し
か
も
高
野
山
（
52
軒
）
や
善

光
寺
（
39
軒
）
な
ど
特
定
の
地
域
に

固
ま
り
、一
軒
も
な
い
県
は
多
い
。
私

が
見
る
限
り
、
秋
田
、
岩
手
、
宮
城
、

福
井
、
群
馬
、
山
口
、
宮
崎
、
熊
本
、

鹿
児
島
、
沖
縄
に
は
宿
坊
が
な
い
。

期
間
限
定
や
修
行
施
設
と
し
て
の
宿

を
ど
こ
ま
で
数
え
る
か
に
も
よ
る
が
、

残
り
の
半
数
近
い
県
も
１
～
２
軒
。

日
本
に
は
宿
坊
空
白
地
帯
が
多
数
あ

る
。
こ
の
空
白
地
帯
を
上う

ま手
く
使
え

ば
、
様
々
な
課
題
や
社
会
問
題
に
一

石
を
投
じ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
日
本
の
観
光
立
国
化
に

つ
い
て
。
日
本
は
海
外
か
ら
訪
れ
た
旅

行
者
の
満
足
度
が
非
常
に
高
い
が
、

東
京
、
京
都
、
大
阪
、
北
海
道
や
沖

縄
と
、
主
要
ス
ポ
ッ
ト
に
足
を
運
ん

だ
旅
行
者
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
り
次

に
訪
ね
る
場
所
及
び
情
報
が
不
足
し

て
い
る
。

　

こ
こ
に
寺
社
に
泊
ま
る
旅
が
加
わ

れ
ば
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
。

来
日
し
た
外
国
人
観
光
客
が
「
最
大

限
に
日
本
を
感
じ
取
れ
る
場
所
に
泊

ま
り
た
い
」
と
い
う
欲
求
を
寺
社
は

満
た
し
て
い
る
。

　

寺
社
に
は
文
化
様
式
の
あ
る
建
築

や
日
本
庭
園
、
精
進
料
理
な
ど
、
大

き
な
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
実
際
、

宿
坊
研
究
会
の
英
語
版
サ
イ
ト
に

は
多
く
の
国
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、

全
国
寺
社
観
光
協
会
の
「
宿
坊
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
、
熱
い
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
の
過
疎
化
、
都
心
の

過
密
化
緩
和
に
も
宿
坊
は
力
を
発

揮
す
る
。
数
が
少
な
い
こ
と
は
紹
介

し
た
が
、
こ
れ
は
一
軒
生
ま
れ
る
だ
け

で
も
話
題
に
な
り
や
す
い
と
い
う
こ

と
だ
。
観
光
資
源
に
乏
し
い
町
に
も

宿
坊
が
あ
れ
ば
、
人
は
訪
れ
る
。
秩

父
の
山
奥
に
あ
る
大
陽
寺
や
、
鳥
取

に
あ
る
光
澤
寺
は
そ
の
好
例
で
、
開

設
か
ら
数
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
が
、

メ
デ
ィ
ア
で
多
数
取
り
上
げ
ら
れ
、
全

国
か
ら
泊
ま
り
に
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
寺
社
が
各
地
に
増
え
、

都
心
と
地
域
を
結
ぶ
ハ
ブ
に
な
れ
ば
、

地
域
の
情
報
発
信
基
地
と
な
り
、
特

産
品
の
再
発
見
や
雇
用
創
生
な
ど
の

役
割
も
期
待
で
き
る
。

寺
社
の
必
要
性
と

淘と

う

た汰
さ
れ
る
寺
社
の
現
実

　

日
本
は
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
、

宿坊研究会レポート

大血川の奥深い渓谷にある人気宿坊大陽寺。 地産の食材を使った精進料理は宿泊客に好評。

注目を浴びている鳥取の宿坊、光澤寺の一室。深緑と爽やかな風に包まれる大陽寺の客室。

檀家、氏子激減時代の宿坊活用法
寺社旅研究家・宿坊研究会代表／堀内克彦

第2回
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イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
欧
米
先
進
国
と
比

較
し
て
、
自
殺
者
数
は
ト
ッ
プ
を
占

め
て
い
る
。
今
後
、
日
本
は
心
の
問

題
に
ま
す
ま
す
踏
み
込
ま
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
直
面
し
て
い
く
。
自
死
・

自
殺
者
数
が
高
水
準
に
あ
る
中
で
、

追
い
込
ま
れ
た
人
が
日
常
の
レ
ー
ル

を
離
れ
、
経
済
優
先
の
社
会
と
異
な

る
仏
教
や
神
道
な
ど
の
価
値
観
に
ふ

れ
る
場
は
貴
重
だ
。
宗
教
は
子
育
て

や
食
育
な
ど
教
育
と
の
相
性
も
良

く
、
禅
の
精
神
は
世
界
中
で
良
い
影

響
を
与
え
る
と
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
研

修
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

宗
教
は
元
来
生
き
方
を
伝
え
る

も
の
だ
が
、
重
い
テ
ー
マ
に
な
る
ほ

ど
気
軽
に
寺
社
に
足
を
運
ぶ
こ
と
は

難
し
い
。
し
か
し
宿
坊
で
あ
れ
ば
、
旅

の
宿
と
し
て
開
か
れ
た
場
で
あ
る
こ

と
が
明
白
で
、
外
か
ら
見
た
垣
根
は

低
く
な
る
。

　

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
。
こ
れ
か

ら
多
数
の
寺
社
が
姿
を
消
す
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
日
本

に
は
お
寺
や
神
社
が
そ
れ
ぞ
れ
約

８
万
ず
つ
あ
る
が
、
人
口
の
減
少
に

よ
っ
て
支
え
る
人
間
が
不
足
し
て
き

て
い
る
の
だ
。

　

檀だ
ん
か家
や
氏
子
数
の
激
減
、
葬
儀

や
祭
儀
の
簡
略
化
、
人
口
移
動
に
つ

い
て
い
け
な
い
特
性
な
ど
、
寺
社
を

取
り
巻
く
環
境
は
良
好
と
は
言
え
な

い
。
新
た
な
柱
、
活
用
法
を
生
み
出

や
地
域
経
済
な
ど
の
観
点
か
ら
日
本

の
寺
社
の
未
来
像
に
ひ
と
つ
の
モ
デ

ル
を
生
み
出
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

宿
坊
は
こ
れ
ま
で
寺
社
に
培
わ
れ

て
き
た
心
を
、
新
た
に
活
用
し
な
が

ら
後
世
に
つ
な
げ
る
手
段
と
な
る
。

た
だ
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
私
た

ち
が
そ
こ
に
あ
る
良
さ
を
見
つ
け
、

楽
し
み
、
そ
し
て
新
た
な
時
代
に
通

用
す
る
形
に
磨
き
あ
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
。

　

宿
坊
は
観
光
資
源
と
し
て
の「
宿
」

で
あ
る
前
に
、
お
寺
で
あ
り
、
神
社
で

も
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

汲
み
取
り
な
が
ら
、
世
界
と
深
く
結

び
つ
い
た
時
、
宿
坊
は
日
本
全
体
を

変
え
る
ほ
ど
の
強
さ
で
輝
い
て
い
く
。

「
宿
坊
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
そ
こ

に
向
け
て
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
。

す
こ
と
が
急
務
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

宿
坊
は
重
厚
な
歴
史
や
文
化
に

光
を
当
て
る

　

寺
社
に
は
千
年
を
超
え
る
歴
史
と

祈
り
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
日
本
人
の
心
だ
。
そ
う
し
た
貴
重

な
財
産
は
大
多
数
を
占
め
る
無
名

の
寺
院
の
中
に
こ
そ
隠
さ
れ
て
い
る
。

　

観
光
立
国
化
に
は
二
つ
の
道
が
あ

る
。
一
つ
は
世
界
の
最
先
端
に
血
肉

を
注
ぐ
道
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ド
バ

イ
な
ど
は
世
界
の
富
豪
を
集
め
、
最

先
端
の
技
術
を
結
集
し
た
建
築
ラ
ッ

シ
ュ
で
都
市
を
作
る
。
し
か
し
も
う
一

つ
の
道
と
し
て
、
重
厚
な
歴
史
や
文

化
に
光
を
当
て
る
方
策
が
あ
る
。
日

本
は
、
現
存
し
て
い
る
世
界
の
国
々

の
中
で
最
も
古
く
か
ら
続
く
国
で
あ

り
、
他
を
寄
せ
付
け
な
い
最
強
の
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。
し
か

も
、
世
界
の
最
先
端
技
術
も
多
数
あ

る
た
め
、
最
古
と
最
新
の
両
面
を
併

せ
持
つ
。

　

私
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
就
任

し
て
い
る
全
国
寺
社
観
光
協
会
の

「
宿
坊
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
法

律
や
税
制
、
建
築
、
観
光
な
ど
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
多
分
野
の
専
門
家
と

手
を
組
み
、
日
本
の
伝
統
や
寺
社
の

魅
力
を
伝
え
る
宿
坊
を
増
や
そ
う

と
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
観
光

堀
ほりう ち か つ ひ こ

内克彦 プロフィール

寺社旅研究家・宿坊研究会代表。
「人生を変える寺社巡り」がテーマの寺社旅研究家。
各地で寺社活性化・地域活性化の講演を実施し、
寺院コンサルタントとしても活動中。
著書に『宿坊に泊まる』（小学館文庫）、『こころ美し
く京のお寺で修行体験』（淡交社）、『恋に効く！ えん
むすびお守りと名所』（山と溪谷社）など。

◆ 宿坊スタートアップミーティングレポート
　4月13日、京都・東本願寺・同朋会館で、「宿坊スタートアップミーティング」を開催した。この催しは宿坊の開設を見据え、
旅館業の許可取得など、様々なことを学ぶ勉強会だ。
　最初に主催者である私（堀内）から「宿坊が未来を作る３つの理由」と題した、宿坊開設の意義とメリットについての説明を
させて頂いた。続いて全国寺社観光協会から「宿坊創生プロジェクト」の紹介、そして、参加者からの質疑応答と意見交換
が行われた。
　関西を中心に新潟から九州までの様々な宗派の寺院関係者が集まり、宗務組織の過疎地域対策担当者や宿坊に興味を持
つ旅館業、建築会社、メディアなど個別寺院以外の立場からも多数ご参加いただいた。さらに実際に宿坊を作られた鳥取県・
光澤寺の宗元住職夫妻にアドバイザーとしてご出席いただき、信仰、観光、法律、経済など、多方面にわたって宿坊を作るた
めの課題整理や実例報告が行われた。

19 MAY 2015



日
系
人
の
仏
式
供
養
を
支
え
る

南
米
ブ
ラ
ジ
ル
の

金
閣
寺

海 外 の 神 社・仏 閣 を 紹 介

ブラジル

世 界 の 寺 社　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
中
心
か
ら
南
西
約
40

㌔
。
イ
タ
ペ
セ
リ
カ
・
ダ
・
セ
ー
ラ
市
の

ヴ
ァ
ー
レ
・
ド
ス
・
テ
ン
プ
ロ
ス
国
立
観

光
公
園
内
に
、
金
閣
寺
は
あ
る
。
空
気

の
清
涼
な
公
園
内
の
湖
畔
に
、
静
々
と

し
て
た
た
ず
む
。

　

京
都
の
金
閣
寺
を
模
し
て
い
る
が
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
外
壁
は
金
色
の

塗
装
。
昔
は
ニ
シ
キ
ゴ
イ
が
水
面
を
彩
っ

た
が
、
夜
の
間
に
盗
ま
れ
、
今
は
ク
ロ
ゴ

イ
が
残
る
。
８
月
は
池
の
周
囲
を
雪
割
桜

が
華
や
ぎ
を
添
え
る
。

　

金
閣
寺
の
建
設
は
、
１
９
０
８
年
に
始

ま
っ
た
日
本
人
移
民
の
受
け
入
れ
が
終
わ

り
か
け
る
こ
ろ
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
が
主
流

で
土
葬
が
一
般
的
な
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
日
系

社
会
で
火
葬
を
導
入
す
る
動
き
が
起
こ
っ

た
。
76
年
に
南
米
初
の
火
葬
場
ヴ
ィ
ラ
・

ア
ル
ピ
ー
ナ
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
に
誕
生
。

荼だ

び毘
に
付
さ
れ
た
遺
灰
を
納
め
る
納
灰

大西洋岸の林を背景にたたずむ
金閣寺。元々池はなかったが、
金閣寺建設にあたって造られた。
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夫婦のような関係の
金閣寺と円光寺

堂
と
し
て
、
金
閣
寺
は
造
ら
れ
た
。

　

金
閣
寺
構
想
を
考
え
た
の
は
、
米

国
人
ア
ロ
ン
ゾ
・
バ
イ
ン
・
シ
ャ
ト
ゥ
キ

（A
lonzo B

ain S
hattuck

）。
彼
は

第
二
次
大
戦
後
、
日
本
に
15
年
間
住
ん

だ
退
役
軍
人
だ
っ
た
。
彼
は
火
葬
場
で
生

じ
た
遺
灰
を
納
め
る
お
堂
の
必
要
性
に

気
づ
き
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ

区
の
曹
洞
宗
南
米
別
院
仏
心
寺
に
協
力

を
要
請
。
別
荘
用
に
分
譲
さ
れ
て
い
た
土

地
を
購
入
し
、
仏
心
寺
が
も
つ
金
閣
寺
の

設
計
図
を
基
に
、
日
本
人
移
民
の
宮
大

工
に
建
設
を
任
せ
た
。

　

建
設
費
に
は
、ロ
ッ
カ
ー
式
の
木
製
納
灰

墓
を
売
っ
た
収
益
が
充
て
ら
れ
た
。
通
常
の

墓
の
半
額
で
購
入
で
き
、
経
済
的
に
余
裕

が
な
い
日
系
移
民
も
先
祖
供
養
の
場
を
も

つ
こ
と
が
で
き
た
。
４
階
建
て
の
寺
内
部
の

壁
面
は
、
約
５
０
０
０
家
族
の
遺
灰
墓
が

敷
き
詰
め
ら
れ
、
現
在
も
１
墓
２
０
０
０
～

４
０
０
０
レ
ア
ル（
約
8 

0 

0 

0
〜
1
万
6 

0 

0 

0
円
）で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

数
年
前
ま
で
は
ア
ロ
ン
ゾ
氏
が
運
営
し

て
い
た
が
、
齢よ

わ
い

90
に
し
て
金
閣
寺
を
売
却

し
米
国
に
帰
国
。
今
は
霊
園
や
葬
儀
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
メ
モ
リ
ア
ル
社
が
運
営
を

行
う
。

　

さ
て
、
金
閣
寺
を
語
る
に
は
、
そ
れ
に

隣
接
の
円
光
寺
に
も
触
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
同
寺
は
金
閣
寺
か
ら
独
立
し
て

い
る
が
、
同
じ
敷
地
内
で
補
完
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
。納
灰
堂
と
し
て
の
金
閣
寺
は
、

中
に
法
事
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
も
設
備
も
な

く
、
元
仏
心
寺
の
僧
侶
で
、
金
閣
寺
内
で

の
納
灰
法
要
を
執
り
行
っ
て
い
た
大
畑
天

昇
氏
の
希
望
で
円
光
寺
が
建
設
さ
れ
た
。

　

同
住
職
が
師
事
し
て
い
た
福
島
市
の

曹
洞
宗
円
通
寺
の
吉
岡
棟
一
住
職
が
快

く
５
０
０
万
円
を
助
成
し
、
日
系
社
会
か

ら
も
２
０
０
人
以
上
の
有
志
か
ら
浄
財
が

寄
せ
ら
れ
た
。
91
年
に
着
工
、
10
年
の

歳
月
を
か
け
て
完
工
し
た
。

　

世
代
交
代
に
伴
い
、
仏
式
供
養
の
習

慣
を
失
っ
た
日
系
人
ら
が
位い

は

い牌
や
仏
壇
を

持
ち
寄
る
駆
け
込
み
寺
に
も
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
禅
に
関
心
の
あ
る
非
日
系
人
ら
が

座
禅
道
場
と
し
て
も
利
用
し
て
い
る
。

　

週
末
に
大
畑
住
職
と
そ
の
後
継
者
、

47
歳
の
ル
イ
ス
・
カ
ル
ロ
ス
・
ル
ジ
ロ
僧
侶

が
参
拝
者
を
迎
え
、
法
要
を
執
り
行
う
。

寺
の
管
理
は
、
僧
侶
や
地
域
住
民
が
作

る
ブ
ラ
ジ
ル
金
閣
寺
文
化
協
会
が
、
約

２
５
０
の
檀だ

ん

か家
が
納
め
る
年
間
１
４
０
レ

ア
ル（
約
5 

5 

0 

0
円
）の
管
理
料
や
布
施

を
元
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
掃
除
や
修
繕
を

行
っ
て
い
る
。

　

互
い
に
支
え
あ
う
夫
婦
の
よ
う
な
関

係
の
金
閣
寺
と
円
光
寺
。
交
通
の
便
が

悪
く
、
同
地
を
訪
れ
る
の
は
月
に
２
０
０

人
ほ
ど
だ
が
、
市
の
豊ほ

う
じ
ょ
う穣

な
自
然
を
利

用
し
て
ジ
ー
プ
や
バ
イ
ク
ツ
ア
ー
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
、
乗
馬
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
活
動
も
実

施
し
て
い
る
の
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
兼
ね
た

巡
礼
も
一
興
だ
。

南米ブラジル 金閣寺・円光寺
Rua Camarão, 220, Chácara Palmeiras, Itapecerica da Serra, SP

円光寺にまつられている木彫りの仏像は、素人のブラジル人に
作らせたものだという。アマチュアの手によるものとは思えな
いできばえ。「こんな立派なのは、ブラジルのどの寺にもない」と、
大畑住職も自慢の祭壇である。

遺灰を納める納灰堂としての金閣寺に対し、法要などの仏事を
行うために建設された。週末のみ開館し、ルイス僧侶と大畑住職、
２人の僧侶がボランティアで先祖供養や座禅指導を行っている。

BRAZIL

円光寺に勤めながら、金閣寺を見守るルイス僧侶と大畑住職。
ルイス僧侶は学生時代に本を通して仏教の教えに魅了され、15
歳で座禅を始めた。日本での修行経験もある。
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江場仏像彫刻所
〒480-1124
愛知県長久手市戸田谷1509
TEL.0561-62 -3373

仏
教
の
教
え
を
今
日
へ
と
伝
え
る
仏

像
だ
が
、
近
年
は
海
外
製
品
を
使
用
す

る
寺
社
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。「
江
場

仏
像
彫
刻
所
」の
仏
師
、
江え

ば

り

ん

か

ん

場
琳
觀
師

に
話
を
伺
っ
た
。

	「
宗
教
離
れ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

仏
像
の
展
覧
会
は
と
て
も
人
気
が
あ

り
ま
す
。
多
く
の
方
が
宗
教
に
魅
力
を

感
じ
る
ひ
と
つ
の
要
因
と
し
て
、
代
々

拝
み
た
い
と
思
え
る
仏
像
か
ど
う
か
が

大
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

父
・
琳り

ん
こ
う黌
師
と
支
え
る
工
房
で
は

1	

0	

0
名
以
上
の
弟
子
を
輩
出
。
そ
こ

で
は
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
線
引
き
し

た
雛ひ

な
が
た型

を
基
に
大
き
な
仏
像
を
造
る

賽さ
い
わ
り
ほ
う

割
法
や
、
直
線
状
の
細
い
金き

ん
ぱ
く箔
を
筆

で
貼
る
截き

り
か
ね金

、
日
本
画
の
技
法
で
鮮
や

か
な
色
を
施
す
彩
色
な
ど
、
平
安
時
代

か
ら
受
け
継
ぐ
数
々
の
伝
統
技
術
を
教

え
て
い
る
。

	「〝
あ
る
〟の
で
は
な
く
〝
い
る
〟
彫
刻

が
理
想
。
風
の
動
き
や
衣
服
の
質
感
を

感
じ
さ
せ
る
造
形
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

一
方
、
現
代
解
釈
を
加
え
た
造
形
な

ど
、
積
極
的
に
仏
師
の
世
界
を
開
拓

す
る
。
依
頼
が
増
え
て
い
る
の
は
仏
像

を
含
め
た
空
間
構
成
だ
。

	「
い
か
に
美
し
く
荘
厳
に
演
出
で
き

る
か
。
照
明
の
角
度
や
仏
殿
の
高
さ

な
ど
、
寺
社
や
建
築
家
と
と
も
に
考

え
て
い
き
ま
す
」

道
を
開
く
こ
と
で
伝
統
を
担
う
仏

師
の
活
躍
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

継
承
と
挑
戦
で
切
り
開
く
、

仏
師
の
未
来

1973年（昭和48年）に設立
された「江場仏像彫刻所」の
仏師・江場琳觀師。幼い頃
から父・琳黌師の背中を見て
育ち、高校卒業後、京都の
大仏師松久宗琳佛所に内弟
子として入門。10年間の修
業を経て独立した。現在は門
弟と仏像制作・修復に勤

いそ

しむ
かたわら、彫刻教室を開催す
るなど後継者の指導・育成に
努めている。

「木の塊を彫っていくうちに肌
や衣服の質感が見えてきて、
キャラクターを持ち始めます」
と琳觀師。父・琳黌師による
不動明王は、左手のロープ
に至るまで木製。彫刻の技術
はもちろん、水干絵の具と岩
絵の具が持つ質感の違いや、
截金の繊細な美しさでリアル
感を生み出している。現在、
工房では北海道・天瑞山大
安寺に安置する巨像を制作
中。空間構成から携わり、彫
刻には琳觀師が開発した新
技法も使用される予定だ。

●日本総合美術展で県議会賞・大賞・優
秀賞など数多くの賞を受賞。

● 2005愛・地球博「1000年スパンの
ものづくり～仏像と森～」に出展。

●草仏展（名古屋市博物館ギャラリー）、
宗教美術展（京都産業会館）などに出品。

●ベルギー（ブリュッセル・ワーテルロー）
江場琳黌展出品。

●名都美術館（愛知県）	所蔵名品展に
「迦

か り ょ う び ん が

陵頻伽」「蘭
らんりょうおう

陵王」を提供。
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　「外国人観光客増加に伴い、京都の文化が見
直され、多くの工芸品が海外の方の目に触れ、持
ち帰られています。つまり今こそ、寺院や景観を目
的に訪れた方々に私たちの優れたサービスや製品を
再認識してもらう絶好の機会なのです」
　高台寺の執事長で、同寺塔

たっちゅう

頭の圓徳院後
ごとうてんしょう

藤典生
住職が、古都・京都の観光客誘致に乗り出したの
は20年前。国内観光客が北海道や沖縄に流れ、
その事態を危惧した京都市に依頼されたのがきっか
けだった。
　「講演会やテレビで活躍する市田ひろみさんや嵯
峨野観光鉄道にご協力いただき、イベントを企画す
るなど、数々の活動を行ってきました」
　京都観光おもてなし大使であり、VISIT	JAPAN
大使も務める後藤住職。香港やマカオなど海外に
赴いての誘致活動を重ねるほか、圓徳院・高台寺
のライトアップ等の京都の魅力づくりや、おもてなし
活動を行ってきた。
　近年ではリニアの京都誘致にも取り組む京都観
光産業のキーマン。年間1300万人超とも言われる
外国人旅行者の増加についてこう語った。
　「世界遺産などソフト作りに躍起になるばかりでは
なく、上質なサービスを提供できることが重要です」
　そう考えたキッカケは、以前ハワイを訪れた際の
実体験だという。
　「現地で体調を崩し病院に行った際、たくさんの
人が順番待ちをしていたにも関わらず、早く治って
ハワイを楽しんでください、と順番を譲ってくれました」
　観光客を最優先するという考えが現地では常識と
して備わっているのだという。
　「無形文化遺産の和食を無理にすすめて日本を
満喫してもらえたと思うのは、こちらのエゴでしかあり
ません。日本のラーメンの味に感動している外国人
もいます。大切なのは、旅行者の需要を見極め、
京都人すべてが高い意識を共有することです」
　日本人が本来もっている「おもてなしの心」を発揮
する、それだけで日本は世界に誇れる観光地になれ
るのだと、後藤住職は強い口調で語った。

豊臣秀吉の正室・北
ね ね

政所が晩
年を過ごした圓徳院住職兼高台
寺の執事長。約20年前から、
外国人誘致の活動をはじめ、現
在は京都観光おもてなし大使と
VISIT	JAPAN	大使を兼任。

京都観光産業のキーマンが語る
「おもてなしの心」

後藤典生後藤典生
高台寺執事長、
京都観光おもてなし大使・VISIT	JAPAN	大使

圓徳院
〒605-0825
京都市東山区高台寺下河原町 530
TEL.075-525-0101
http://www.kodaiji.com/entoku-in/

活 性 人

寺社を活性化させる
キーパーソンに聞く
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風まかせ ♶
野田博明

1

2

3

4

湧
水
に
と
け
た
海
の
物
語

　

安あ

づ

み

の

曇
野
は
豊ほ

う
じ
ょ
う饒

の
海
の
な
か
に
浮

遊
し
て
い
る
の
だ
…
と
い
ま
秘ひ

そ

か
に

思
っ
て
い
る
。

　

安
曇
野
の
地
下
３
０
０
㍍
ほ
ど
に

は
中
央
地
溝
帯
、
昔
、
中
学
校
で
習
っ

た
あ
の
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
岩
盤
が
あ

る
。
そ
こ
に
北
ア
ル
プ
ス
か
ら
の
雪
解

け
水
が
貯
ま
り
、
湧
水
と
な
っ
て
地

表
に
噴
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
豊
か
な

水
が
梓あ

ず
さ

川
や
高
瀬
川
、
犀さ

い

川
の
清
流

を
成
し
、
灌か

ん
が
い漑
用
の
堰せ

き

を
縦
横
に
め

ぐ
ら
せ
た
漫
々
た
る
景
観
を
つ
く
り

だ
し
て
い
る
…
と
い
う
の
が
世
上
の
お

お
か
た
の
見
方
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
地
底
の
奥
深
く

広
大
な
海
が
実
は
隠
れ
て
い
る
と
い
う

の
が
、
わ
た
し
の
大
真
面
目
な
確
信
な

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
冒
頭
の
文
章
は
修

辞
的
な
描
写
で
は
な
く
、
事
実
を
そ

の
ま
ま
語
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

安
曇
野
と
い
う
地
名
が
北
九
州
・

志し
か
の
し
ま

賀
島
か
ら
や
っ
て
来
た
海
の
民
・
安

曇
族
に
由
来
す
る
こ
と
は
古
代
史
に

多
少
な
り
と
も
興
味
を
も
つ
方
で
あ

れ
ば
周
知
の
こ
と
と
思
う
。

　

た
だ
、
な
ぜ
海
民
が
、
し
か
も
応
神

天
皇
の
時
代
に
は
海あ

ま人
を
統す

べ
る
宰さ

い
り
ょ
う領

に
任
じ
ら
れ
た
ほ
ど
の
安
曇
族
が
海

洋
を
遠
く
離
れ
た
内
陸
の
地
に
わ
ざ

わ
ざ
分
け
入
り
、
定
住
し
た
の
か
。
海

神
と
漁
業
の
守
護
神
の
末ま

つ
え
い裔
で
あ
る

安
曇
族
が
山
間
の
地
で
ど
の
よ
う
に

そ
の
開
拓
、
発
展
に
尽
く
し
、
地
名

に
名
を
留
め
る
ま
で
に
至
っ
た
の
か
、

い
か
に
も
不
思
議
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
地
に
は
安
曇
族
の
祖

神
、
海
神
（
綿わ

た
つ
み
の
み
こ
と

津
見
命
）
の
子
で
あ
る

穂ほ
た
か
み
の
み
こ
と

高
見
命
を
祀ま

つ

る
穂
高
神
社
が
あ
る
。

そ
こ
に
「
御
船
祭
り
」
と
い
う
奇
妙
な

神
事
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
高
さ
６
㍍
、

長
さ
12
㍍
も
の
大
き
な
２
艘
の
船
形

の
山
車
が
安
曇
野
の
田
園
地
帯
を
練

り
歩
き
、
神
前
に
お
い
て
御
船
を
互
い

に
激
し
く
突
き
合
わ
す
。
玄
界
灘
の

荒
海
に
生
き
る
海
民
の
侠き

ょ
う
き気
を
髣ほ

う
ふ
つ髴

と
さ
せ
る
勇
壮
な
祭
り
で
あ
る
。
県
歌

に
詠
じ
る
「
聳そ

び

ゆ
る
山
は
い
や
高
く
」、

「
海
こ
そ
な
け
れ
」
の
神
社
の
例
大
祭

と
は
思
え
ぬ
奇
祭
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
消
化
不
良
の
謎
の
池
に
ポ

～
ン
と
小
石
を
投
げ
込
ん
で
く
れ
た

の
が
、
数
年
前
、
安
曇
野
に
遊
ん
だ

際
に
立
ち
寄
っ
た
栗
尾
山
満ま

ん
が
ん
じ

願
寺
の
お

大だ
い
こ
く黒

さ
ん（
住
職
夫
人
の
呼
称
）で
あ
っ

た
。
森
閑
と
し
た
本
堂
で
、「
大
昔
、

こ
の
お
寺
の
す
ぐ
下
に
は
満
々
た
る
水

を
湛た

た

え
た
大
湖
が
あ
っ
た
と
の
話
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
古
い
お
寺
が
こ
の
標

高
の
辺
り
に
数
珠
つ
な
ぎ
に
建
っ
て
い

た
の
は
そ
の
た
め
な
の
で
す
」
と
語
ら

れ
た
の
は
ま
こ
と
に
浪
漫
に
満
ち
、
啓

示
的
で
す
ら
あ
っ
た
。

　

安
曇
の
海
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
中
信
地
方
の
寺
院
に
は

標
高
１
０
０
０
㍍
前
後
の
山
中
か
ら

平
地
へ
移
転
し
た
と
の
謂い

わ

れ
を
持
つ

古こ

さ

つ刹
が
多
い
。
そ
の
数
珠
玉
の
な
か
に

聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
創
建
さ
れ

た
満
願
寺
や
同
じ
坂
上
田
村
麻
呂
の

伝
承
を
残
す
清き

よ
み
ず
で
ら

水
寺
が
い
ま
な
お
険

し
い
山
内
に
ひ
っ
そ
り
と
堂
宇
を
構
え

て
い
る
。
山
中
高
所
に
御
堂
を
建
立

す
る
動
き
は
、
平
安
時
代
あ
た
り
の

顕
密
系
寺
院
の
一
種
の
流
行
り
で
あ
っ

た
と
い
う
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ

以
前
に
創
建
の
満
願
寺
や
清
水
寺
ま

で
も
“
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
”
と
ひ
と
括
り

に
す
る
の
は
、
伝で

ん
し
ょ
う誦
や
言
い
伝
え
に
対

し
て
い
さ
さ
か
無
礼
で
あ
り
、
乱
暴
の

誹そ
し

り
を
免
れ
な
い
。

　

海
は
た
し
か
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い

の
で
あ
る
。

　

そ
う
念
じ
た
先
に
、
穂ほ

た

か高
神
社
の

境
内
に
日
光
泉い

ず
み
こ
た
ろ
う

小
太
郎
な
る
銅
像
が

立
っ
て
い
た
。
信
濃
で
は
広
く
人
口
に
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野田博明（のだ・ひろあき）

昭和26年4月生まれの63
歳。昭和50年3月、東京
大学卒業と同時に日本興
業銀行入行。広報部長・管
理部長などを経て、みずほ
ホールディングス監査役な
どを歴任、平成23年に退
任。趣味は神社仏閣巡り
を兼ねた旅とグルメ。日本
書紀など古代史が大好き。

1 長
なが み ね や ま

峰山から安曇平を一望 2 穂高神社拝殿 
3 安曇野の水車のある風景（大王わさび農場）
4 清水寺 百体観音と山門 5 日光泉小太郎像 
6 穂高神社奥宮・明神池で行われる御船神事 
7 満願寺本堂

5

6

7

膾か
い
し
ゃ炙
し
て
い
る
泉
小
太
郎
伝
説
で
あ

る
。
海
神
の
化
身
、白
龍
王
を
父
と
し
、

諏
訪
大
明
神
の
化
身
、
犀さ

い
り
ゅ
う龍

を
母
と

す
る
泉
小
太
郎
。
安
曇
野
が
ま
だ
山

塊
に
囲
ま
れ
た
渺

び
ょ
う
び
ょ
う々

た
る
湖
で
あ
っ
た

頃
、
小
太
郎
が
母
の
背
に
ま
た
が
り

堰
と
な
っ
た
巨
岩
を
突
き
破
り
、
水

を
落
と
し
、
千
曲
川
の
川
筋
を
越
後

の
海
へ
と
流
し
込
ん
だ
。
そ
の
あ
と
に

肥ひ

よ

く沃
の
大
地
が
誕
生
し
た
と
い
う
説

話
で
あ
る
。

　

松
本
藩
主
の
命
に
よ
り
編
ま
れ
た

地
誌
・「
信
府
統
記
」
は
、
小
太
郎
に

関
し
「
景
行
天
皇
十
二
年
頃
ま
で
安

筑
平
野
は
四
方
の
山
々
の
谷
間
よ
り

落
ち
た
ぎ
る
水
を
た
た
え
て
、
満
々
た

る
大
湖
で
あ
っ
た
と
い
う
」
と
の
記
述

を
残
す
。
大
昔
、
安
曇
野
か
ら
松
本

一
帯
は
大
き
な
湖
で
あ
っ
た
と
の
伝
誦

が
江
戸
の
初
頭
に
は
公
に
流
布
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
お
大
黒
さ
ん
の
話
が

脳の

う

り裡
に
甦
っ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

安
曇
野
は
南
方
に
松
本
平
、
諏
訪

盆
地
を
連
ね
、
北
方
は
善
光
寺
平
を

望
む
一
本
の
帯
の
な
か
に
あ
る
。
そ
れ

を
地
学
的
に
括く

く

れ
ば
、
日
本
列
島
の

中
央
部
に
U
字
溝
を
掘
る
中
央
地
溝

帯
の
西
端
を
な
ぞ
る
線
上
に
あ
る
と

要
約
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
太
古
、
海

の
底
で
あ
っ
た
安
曇
野
や
松
本
が
そ
の

後
の
地
殻
変
動
の
な
か
で
海
を
退
行

さ
せ
て
い
っ
た
事
実
は
地
質
学
の
究
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

小
太
郎
伝
誦
に
あ
る
巨
大
湖
は
、

気
の
遠
く
な
る
星
霜
を
重
ね
た
末
に

そ
の
海
の
名
残
を
と
ど
め
た
神
さ
ま

の
水
た
ま
り
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

海
洋
を
莫ば

く
げ
き逆

の
朋と

も

と
し
大
陸
と
の

外
交
や
交
易
に
長
け
た
安
曇
族
が
、
上

代
、
海
の
道
筋
で
あ
っ
た
中
央
地
溝
帯

に
染
み
込
ん
だ
潮
路
の
遠
い
記
憶
に

導
か
れ
る
よ
う
に
日
本
海
か
ら
内
陸
へ

通
じ
る
河
口
へ
と
舵か

じ

を
切
っ
た
。

　

安
曇
族
が
本
拠
地
の
志
賀
島
を
離

れ
た
経
緯
は
判
然
と
し
な
い
。
履り

ち
ゅ
う中

天
皇
の
即
位
に
際
し
、
住す

み
の
え
の
な
か
つ
み
こ

吉
仲
皇
子

の
反
逆
へ
の
加
担
や
筑
紫
磐
井
の
乱

に
合
力
し
た
廉か

ど

で
本
貫
の
地
を
棄す

て
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
志
賀
島
に
海
神
を
鎮
め
る
志し

か

う

み

賀
海

神
社
が
い
ま
も
存
在
し
、
代
々
阿
曇

家
が
宮
司
を
務
め
て
い
る
（
阿
曇
宮

司
の
急
逝
に
よ
り
目
下
、
代
務
者
を

置
く
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
安
曇
族
が
志
賀
島

か
ら
伯ほ

う

き耆
の
安
曇
郷
や
近
江
高
島
の

安あ

ど曇
川
、
三
河
の
渥
美
郷
な
ど
移
動
、

定
着
の
足
跡
を
残
し
、
全
国
へ
と
散

ら
ば
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

そ
の
ひ
と
群
れ
が
糸
魚
川
か
ら

翡ひ

す

い翠
を
産
す
る
姫
川
へ
、
別
の
群
れ

が
砂
鉄
を
ふ
ん
だ
ん
に
埋
め
る
千
曲

川
へ
と
遡そ

じ
ょ
う上
し
、
そ
の
ど
ん
詰
ま
り
の

と
こ
ろ
で
水
源
地
で
あ
る
安
曇
の
湖

に
辿
り
着
き
、
上
質
の
船
材
で
あ
る

杉
の
巨
木
に
覆
わ
れ
た
山
々
と
邂か

い
こ
う逅

し
た
。

　

こ
の
無
尽
の
資
源
に
恵
ま
れ
た
両

川
筋
を
掌
握
す
る
た
め
そ
の
源
流
に

拠
点
を
構
え
た
。
そ
こ
で
、
先
進
技

術
に
よ
る
治
水
工
事
を
施
し
、
耕
地

を
創
り
出
し
、
さ
ら
に
砂
鉄
と
大
量
の

木
材
を
原
料
に
鉄
器
を
製
造
し
、
開

拓
を
一
挙
に
押
し
進
め
た
。

　

そ
う
し
た
営
み
の
な
か
で
、
北
ア
ル

プ
ス
最
高
の
霊
峰
に
海
民
の
矜き

ょ
う
じ持

を

寄
せ
、
そ
の
祖
神
・
穂
高
見
命
の
名
を

冠
し
、
善
光
寺
平
か
ら
仰
ぐ
高
原
に

は
産う

ぶ
す
な土

の
地
、
志
賀
島
の
名
を
供
し

た
。
さ
ら
に
神
が
降
臨
さ
れ
る
神
降
地

（
上
高
地
）
に
奥
宮
を
祀
り
、
里
を
穂

高
神
社
本
宮
と
な
し
、
海
原
を
遠
く

隔
て
た
信
濃
の
国
に
神
と
湧
水
の
桃

源
郷
を
築
き
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

　

巨
大
湖
よ
り
遥
か
昔
、
こ
の
地
が

海
で
あ
っ
た
記
憶
は
安
曇
族
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
封
印
さ
れ
、
い
つ
し
か
物
語
と
い
う

口
伝
に
よ
り
後
世
に
語
り
継
が
れ
、
そ

の
一
筋
の
絹
糸
が
満
願
寺
の
お
大
黒

さ
ん
の
話
へ
と
紡
が
れ
て
き
た
。
そ
こ

に
想
い
を
馳
せ
た
と
き
、
伝
誦
と
い
う

お
と
ぎ
話
を
童
に
独
り
占
め
さ
せ
る

の
は
些い

さ
さ

か
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
気
が

し
た
の
で
あ
る
。

　

安
曇
の
湖
を
決
壊
さ
せ
た
小
太
郎

と
犀
龍
は
そ
の
膨
大
な
水
量
を
た
だ

越
後
の
海
に
落
と
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
秘
か
に
水
底
に
釜
穴
を
穿う

が

ち
、
地

底
奥
深
く
に
海
と
湖
の
記
憶
を
流
し

込
ん
だ
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
に
い
つ
の
日
か
海
の
物
語
を

語
ら
ん
と
海
神
・
白
龍
が
静
か
に
夢

を
結
ん
で
い
る
の
だ
と
わ
た
し
は
固
く

信
じ
て
い
る
。
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神社・仏閣に隠された宝物を逸話とともに紹介

　

本
尊
に
阿あ

み

だ

に

ょ

ら

い

弥
陀
如
来
を
ま
つ
る
、
真

言
宗
豊ぶ

ざ

ん

は

山
派
の
日に

ち
げ
つ
さ
ん

月
山	

蓮れ
ん
こ
う
じ

光
寺
。
開
基

し
た
年
月
や
住
職
な
ど
に
関
す
る
書
物

等
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
に

建
て
ら
れ
た
寺
院
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
ち
ら
の
本
堂
の
中
に
鎮
座
す
る

「
金こ

ん
ご
う
り
き
し
り
つ
ぞ
う

剛
力
士
立
像
」
を
特
別
に
拝
観
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
地
元
住
民
か
ら「
奈な

ら

げ

良
毛
の

仁に
お
う
さ
ま

王
様
」、「
子こ

そ
だ
て育

仁
王
」
と
、
厚
く
信
仰
さ

れ
て
い
る
、
蓮
光
寺
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言

え
る
存
在
で
、
奈
良
県
・
東
大
寺
の
仁
王

像
も
手
掛
け
た
名
仏
師
・
運う

ん
け
い慶
が
鎌
倉
時

代
に
制
作
し
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
歴

史
あ
る
木
造
の
像
で
あ
る
。

　
「
金
剛
力
士
」
ま
た
の
名
「
仁
王
」
の

由
来
は
、
阿あ

け

い形
像
と
吽う

け

い形
像
の
２
体
１
対
、

神
通
力
を
持
っ
て
外
敵
を
払
う
、
釈し

ゃ

か迦
如

来
の
守
護
神
で
あ
る
。
そ
の
た
め
門
番
と

し
て
山
門
の
左
右
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
蓮
光
寺
で
は
本
堂
の
須し

ゅ

み弥
壇
上
の

左
右
に
安
置
さ
れ
、
人
々
に
崇
め
ら
れ
て

い
る
。
１
７
１
１
年
に
修
復
さ
れ
た
が
、
そ

れ
以
降
は
人
の
手
を
加
え
ず
に
、
ほ
ぼ
原

形
を
保
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
精
巧

か
つ
丁
寧
な
つ
く
り
が
う
か
が
え
る
。
こ

と
わ
ざ
「
阿あ

う

ん吽
の
呼
吸
」
に
由
来
す
る
阿

形
像
と
吽
形
像
は
、
ど
ち
ら
も
像
高
約

２
㍍
の
寄
せ
木
造
り
で
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
一
部
欠
け
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、

頭
の
上
で
髪
を
束
ね
、
天
衣
・
裾
を
ま
と

い
、
上
半
身
は
裸
形
で
両
眼
を
見
開
い
た

迫
力
あ
る
忿ふ

ん

ぬ怒
の
形
相
で
岩
座
の
上
に

力
強
く
立
ち
続
け
て
い
る
。

　

同
寺
所
蔵
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
と
と

も
に
１
９
７
２
年
に
鹿
嶋
市
指
定
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
２
０
０
４
年
に
茨
城
県

立
歴
史
館
が
開
催
し
た
特
別
展
「
茨
城

の
仏
教
遺
産
」
に
出
展
さ
れ
た
。
拝
観
が

で
き
る
の
は
、
毎
年
1
月
末
の
日
曜
午
前

11
時
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
「
仁
王
様
の

例
大
祭
」。
普
段
は
閉
め
ら
れ
て
い
る
戸

が
開
け
ら
れ
、
本
堂
に
て
護
摩
供
・
法
要

が
行
わ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
み
。
そ
の
機

会
を
お
見
逃
し
な
く
。

鹿
嶋
市
指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
逸
品

金
剛
力
士
立
像

阿形像（左）と吽形像（右）。

日月山 蓮光寺
〒311-2224	
茨城県鹿嶋市奈良毛212
TEL.0291-39-2479
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平
安
時
代
の
天
慶
３（
９
４
０
）
年
に

百む

か

で足
退
治
の
逸
話
で
有
名
な
藤ふ

じ
わ
ら
の
ひ
で
さ
と

原
秀
郷

が
造
営
し
た
烏か

ら
す
も
り
じ
ん
じ
ゃ

森
神
社
。

　

神
社
の
起
源
は
秀
郷
が
、
あ
る
稲
荷

神
社
に
戦
勝
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
白し

ろ
ぎ
つ
ね狐

が
白
羽
の
矢
を
与
え
、
そ
の
矢
を
持
っ
て

す
み
や
か
に
乱
を
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
お
礼
に
稲
荷
神
社
の
創
建
を
決
意

し
た
際
、
夢
に
現
れ
た
白
狐
に
「
神ご

が
ら
す烏
の

群
が
る
と
こ
ろ
が
霊
地
」と
告
げ
ら
れ
る
。

神
烏
と
は
カ
ラ
ス
の
こ
と
で
、
神
の
使
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
お
告
げ
通

り
カ
ラ
ス
が
群
が
っ
て
い
た
、
桜さ

く
ら
だ
む
ら

田
村
の

森
（
現
・
新
橋
）に
社
殿
を
創
建
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
神
社
の
お
宝
は
、
神か

ん
だ
た
し
ろ
ち
ょ
う

田
田
代
町
の
高

名
な
神み

こ

し輿
師
、〝
だ
し
鉄て

つ

〟
と
呼
ば
れ
て
い

た
山や

ま
も
と
し
ょ
う
た
ろ
う

本
正
太
郎
が
昭
和
５（
１
９
３
０
）
年

に
制
作
し
た
「
本ほ

ん
し
ゃ
お
お
み
こ
し

社
大
神
輿
」。
屋
根
４
面

す
べ
て
最
頂
部
の
棟
か
ら
地
上
に
向
か
っ

て
山
の
よ
う
な
形
状
を
し
た
切き

り

つ

ま

や

ね

妻
屋
根
の

八
つ
棟む

ね

型
。
台
輪
４
尺
２
寸（
約
１
２
７
㌢
）

と
非
常
に
大
き
く
重
い
こ
と
か
ら
、
通
称
・

千
貫
神
輿
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
。

　

さ
ら
に
注
目
し
て
見
て
ほ
し
い
の
は
、

カ
ラ
ス
と
所
縁
が
あ
る
神
社
な
ら
で
は
の
、

蕨わ
ら
び
て手
に
黒
い
カ
ラ
ス
の
モ
チ
ー
フ
を
あ
し

ら
っ
た
珍
し
い
デ
ザ
イ
ン
だ
。
屋
根
の
て
っ

ぺ
ん
に
鳳ほ

う
お
う凰
、
前
後
左
右
の
4
面
に
設
置

し
た
鳥
居
な
ど
、
金
と
漆
で
仕
上
げ
た
豪

華
絢け

ん
ら
ん爛
な
装
飾
も
目
を
引
く
。

　

こ
の
神
輿
は
毎
年
５
月
５
日
に
開
催
さ

れ
て
い
る
「
例
大
祭
」
で
２
年
に
１
度
お

披
露
目
さ
れ
る
。

　

神
輿
同
好
会
「
皐さ

つ
き
か
い

月
会
」
が
主
体
に
、

約
１
０
０
人
の
担
ぎ
手
が
一
堂
に
集
ま

り
、
お
囃は

や

し子
を
の
せ
た
山
車
と
と
も
に
新

橋
駅
前
を
宮
出
と
し
て
氏
子
地
域
を
練

り
歩
く
姿
は
圧
巻
。

　

今
も
な
お
江
戸
の
文
化
を
継
承
し
、
街

全
体
が
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
に
ぎ
や
か

な
祭
り
と
な
っ
て
い
る
。
次
回
発は

つ

よ輿
は
2	

0	

1	

6
年「
例
大
祭
」、
ぜ
ひ
と
も
そ
の
目

で
見
て
も
ら
い
た
い
。

＂
だ
し
鉄
＂こ
と
山
本
正
太
郎
の
最
高
傑
作

本
社
大
神
輿

烏
からすもり

森神社
〒105-0004	
東京都港区新橋 2-15-5
TEL.03-3591-7865
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開催の問い合わせは、レッドブル・ジャパン株式会社　
http://www.redbull.com/jp/ja/bike/events

石段を駆けるマウンテンバイク（石清水八幡宮）。

ＡＲを使ったガイドブックをＰＲするホームページ（東寺）。

マップの鳥居マークから映像が楽しめるサービスをＰＲする巫女（来宮神社）。

　寺社の境内で、マウンテンバイク（MTB）ダウンヒル
の大会 Red Bull Holy Ride が毎年行われている。Red 
Bull Holy Rideとは、通常、山の斜面にて行うMTBダ
ウンヒルレースを、聖なる（Holy）場所で行うというもの。
寺社に若者を惹

ひ

きこむイベントとしてはうってつけである。
　愛媛県西条市の石鎚神社、大阪府箕面市の応頂山
勝尾寺に続いて、昨年11月は、京都府八幡市の石清水
八幡宮で開催された。2010 年から4回目となる昨年の
大会では、募集開始から20分で定員が埋まるほどの人気
ぶり。境内には歴史的な見所も多数ある。コースは、その
神社の全長約800㍍、高低差約100㍍、最大斜度約
22度、石段396段の表参道を使用。全速力で、石段
を駆け下りる様子を間近で見るのは大迫力のスポーツ・エ
ンターテインメント! 大型ビジョンも設置され、さまざまなポ
イントを駆け抜ける選手のバトルが見られる工夫もあった。
　当日、観戦できない人には、インターネットでの配信も
あり、画面を通じても、背景となる神社とマウンテンバイク
の迫力に魅了されるイベントである。

若者を惹きこむ
マウンテンバイクのイベント！

　今、新しい時代のガイド役として、ＡＲ（拡張現実）とい
う仕組みを利用した寺社の案内が評判を呼んでいる。
　京都のシンボル、五重塔が建つ世界遺産・東寺では、
新時代のガイドブックとして登場し話題である。ガイドブッ
クには寺宝などの解説、写真とともにＡＲマーカーを掲載。
スマートフォンなどで専用アプリケーションをダウンロードし
ＡＲマーカーを読み込むと、寺宝や境内の建物の音声解
説と立体的な映像を見ることができる。
　熱海市西山町の来宮神社でも、若い参拝客が増えて
いる現状を受け、スマートフォンやタブレット端末を使って、
神社や境内の魅力を音声と映像で案内できるようにした。
手作りのマップを10万枚印刷し、マップに記載された鳥居
のロゴマークを専用のアプリケーションで撮影すると、簡単
に情報が取り込まれる。巫

み こ

女長の福井彩耶さん（25）が、
例大祭「こがし祭り」の歴史や、パワースポットとして若者
から人気を集めるご神木「大楠」の伝説などを直

す

ぐに語り
出し、ナレーションに合わせた映像が４分 30 秒間流れる。
　ＡＲは、新しい案内方法の一つとして、これから多くの寺
社で活用されていくはずである。

ＡＲで寺社の魅力を
音声と映像で立体的に案内

Daisuke Suzuki/Red Bull Content Pool

勢揃いしたマウンテンバイクの選手たち（石鎚神社）。

Hiroyuki Orihara/Red Bull Content Pool
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 寺社に一言、
さまざまな年代と国籍の人に

 聞いてみました。

次
号
は
7
月
発
行
の
予
定
で
す
。

街 の 声 を 聞 く
 外国人に聞く

「日本人の宗教観について、どう思いますか？」

日本人の宗教観に 
住むうちに共感

中国にいた時、私は日本の宗教についてはあま
り詳しくありませんでした。日本に来てから、日本人
は年越しを目的に大

お お み そ か

晦日の深夜にわざわざ神社や
お寺へ行って、来年の幸運をお祈りしながら新年を
迎える習慣があることが分かりました。初詣に友達
と一緒に行く人もいれば、家族連れの人もいます。
別にどの神様や仏様を信じているからいくわけではな
い事実はその後に知りました。
留学を経て、私は今大阪 YMCA国際専門学校

日本語学科に勤めています。願い事などがあるとき、
私もお寺や神社へ祈りに行くようになりました。もと
もと無宗教の私ですから、もしかして日本に住んで
いるうちに、日本人と同じような宗教観を持つように
なったかもしれませんね。

専門学校職員

朴
パク ゼンギョク

善玉さん(29)

若者たちは宗教行事が 
イベントに

日本に来て2年半になりました。日本人はあまり
宗教心が強くないと感じますね。たとえば、お正月
の時に神社へ初詣に行くってことは、信仰ではなく、
一つのイベントとして参加するイメージが強いです。
しかし、クリスチャンの私は日本人の宗教観はなんと
なく分かるような気がします。なぜなら、実は今のス
ペインの若者も昔ほど宗教に影響されていないから
です。たとえば、教会での結婚式は、宗教的な意
義があるけど、綺麗なドレスを着たいとか、親から
結婚式を挙げてほしいと言われてする人が多いで
すね。
もし、将来私が日本人と結婚することになったら、
神前でも、仏前でも結婚式に抵抗はないと思います。
日本の“神”として尊敬しますから。

留学生

ギノバルト・ウリオルさん(23)

包容力ある 
日本人の宗教観

ドイツでは多くの人が信仰する宗教はキリスト教で
す。私より年配の人や同じ世代の人たちは常に宗
教と関わる日常を送っています。たとえば、お祈り
をすることや、定期的に教会に通うなど、宗教を通
じて周りの人 と々の交流が生まれ、イエスの教えを
受けて私たちの価値観、道徳心なども培われてい
ます。
一神教の私にとっては、〝初詣は神社にお参りし、

結婚式は教会で挙式をし、死んだらお寺″という日
本人の宗教観はとてもミステリーに思いますね。し
かしその国にとって一番受け入れられる形でしたらど
んな宗教観でも問題ではないと思います。約半年
間、日本に滞在した経験のある私から見ると、日本
の宗教観は包容力があり、だからこそ、多彩な文
化を生み出したのかもしれません。

大学教授

ユーゲン・ヴォールさん(54)

多様な宗教が共存共栄の 
素晴らしい平和・日本

私は日本在住のオーストラリア人です。日本人の
宗教観というと、その時の需要によってバランスよ
く、臨機応変にうまく宗教を日常生活に取り入れて
暮らしていると感じています。
たとえばお祭りは一つの例として考えてみると、
開催する神社かお寺は関係なく、参加したい人なら、
誰でも参加することができます。参加したくなければ、
強制的に参加させられることもなく、その人の意思
を尊重しとても自由です。
日本にはたくさんの宗教が存在していますが、宗
教同士の間に争いがなく共存共栄できるのは本当
にすばらしいことだと思います。特に宗教が紛争の
問題になっている現代では、日本の宗教観は一つ
のモデルとして他の国々にもっと知ってもらうべきだ
と思います。

大阪ＹＭＣＡコーディネーター

ドミニク・パンラジオさん(39)
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